
基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

文化スポー
ツ課

高砂文化教室
「高砂学」

市民講師によ
る歴史文化の
講座、野外活
動を行う。

高砂の歴史や
文化について
学ぶ機会を設
ける。

さまざまな活動を通して、歴史文
化を学ぶことができた。

A

参加者が定着している。
講座によってキャンセル
まちや参加者が少ないも
のがある。

講座内容を見直しながら、
引き続き実施する。

継続
(見直し)

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

人事課
文化スポー
ツ課
生涯学習課

新任職員研修

高砂市歌、謡
曲「高砂」、ゆ
かりの人物の
紹介等を行う。

新任職員が謡
曲「高砂」やゆ
かりの人物を
知る機会を設
ける。

新任職員研修の中で、高砂市
歌、謡曲「高砂」、ゆかりの人物
の紹介等を行い、高砂市の歴史
や伝統文化についての知識の習
得を図った。（4月実施）

Ａ 特になし。

今後も継続して新任職員
へ　高砂市歌、謡曲「高
砂」、ゆかりの人物の紹介
等を実施します。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

文化会館 能楽講座
能楽を学ぶ教
室を開催する。

能楽に触れる
機会を提供し、
関心を高める。

（文化スポーツ課）25年度　小・中
学生（年2回）一般（年4回）
（文化会館）
26年度　小・中学生（年2回）一般
（年4回）、27年度　能楽講座1
回、謡曲仕舞体験5回、28年度
お囃子体験1回

B 参加人数
「高砂学」謡曲編を協力し
て行うことを検討する。 未定

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

都市政策課
（荒井ふる
さと発見し
隊、タウント
レイユ伊
保）

歴史学習会

荒井、伊保で地
元学習会を設
立し、タウン
ウォッチング、
学習会等を行
う。

地元の歴史学
習会の支援に
努める。

荒井ふるさと再発見し隊は、平成
25年度に荒井地区の散策マップ
「ふるさと宝の地図」と、歴史本
「宝の地図へのみちしるべ」を作
成し、発刊した。また、荒井地区
の歴史ガイドとして活動してい
る。
タウントレイユ伊保は、伊保地区
の史跡、旧跡等を散策し、学習会
を開催した。

A

学習会において、今後ど
のような取組、歴史学習
を行っていくのかが課題
である。

引続き学習会を開催し、
歴史や伝統文化を学習し
ていく。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

中央公民館 市民教養講座
市民対象に８
回の講座を開
催する。

諸問題を色々
な分野を通して
複合的に学習
し、各人の生活
課題の解決に
役立てる。

地域の歴史や生活での諸問題な
ど、様々な分野でのテーマで講
座を開設した。

B

参加数が募集定員の半
数にも満たない講座も多
く、講座開設の周知、市
民が望む総合的な学習
に役立つ講座内容につ
いて、情報を収集する必
要がある。

地域課題についてのリ
サーチと、講座の周知に
ついて取り組む。

継続

今後の取組・方向性

高砂市文化振興基本方針　中間評価シート　（平成25～28（29）年度）
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

教育セン
ター

高齢者大学で
の講座

高齢者を対象
に生涯学習の
場を提供すると
ともに、高砂市
の歴史や伝統
文化を学習す
る講座を設け
る。

高齢者の学習
要求にこたえ、
健康の増進、
教養及び生活
文化、生きがい
の向上を図る。

高齢者大学のカリキュラムにお
いて、高砂市の歴史や文化に係
る講座を年に10回以上実施する
ことができ、学生に対して高砂市
の伝統文化や生活文化への関
心の向上を図ることができた。

A

カリキュラムがマンネリ化
しないよう、新しい講師や
テーマを追求することが
求められる。

今後も学生のニーズにこ
たえながら、歴史や文化
に係る講座を実施してい
く。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

秘書担当
行事において
謡曲「高砂」を
活用

市制施行記念
式典等行事の
オープニングで
謡曲「高砂」を
謡う。

謡曲「高砂」に
親しむ機会を
設ける。

高砂市功労・善行者表彰式、新
春交礼会では、謡曲合唱団たか
さごの皆様を招き、謡曲「高砂」を
披露いただくとともに、参加者全
員で合唱を行った。また、市制６
０周年記念式典では、団員の皆
様に謡曲「高砂」の仕舞を披露い
ただき、多くの方に謡曲「高砂」を
親しんでいただく機会をつくること
ができた。
高砂未来研究会のスポーツイベ
ントにおいて、開会式で謡曲「高
砂」の合唱を行った。

A

スポーツイベントで合唱
を行ったが、スポーツ大
会で合唱を行うことに違
和感があるとの声があ
り、今後の継続につい
て、会として方向性を決
めていく必要がある。

謡曲「高砂」の合唱は、表
彰式、新春交礼会では、
今後も継続して取り組む。
スポーツイベントでの合唱
は、高砂らしさが出た地域
のイベントとして、謡曲「高
砂」の浸透を図っていきた
い。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

文化スポー
ツ課

行事において
謡曲「高砂」を
活用

行事のオープ
ニングや高砂
文化教室「高砂
学」で謡曲「高
砂」を謡う。

謡曲「高砂」に
親しむ機会を
設ける。

60周年記念事業、高砂学、高砂
市スポーツ少年団の日独同時交
流事業や姉妹都市ラトローブ市と
の交流事業など、さまざまな場面
で謡曲「高砂」を披露した。

A 特になし

引き続き、謡曲「高砂」を
活用できる行事について
検討し、謡う機会を増やし
ていく。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-1
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

歴史や伝
統文化を学
ぶ機会の
充実

産業振興課
地場産業人材
育成等支援事
業

松右衛門帆布
織職人を育成
する事業者に
対して支援を行
う。

市内の中小企
業者等が行う
地場産業の継
承及び新規地
場産業の創造
に伴う人材の
育成及びもの
づくり技術の向
上に向けた取
組を支援する。

織職人育成講座を月2回以上実
施した。（講座生10名）
市内に生産施設が整備され、月
７２０ｍの松右衛門帆布の生産
が可能となった。

Ａ

育成された職人を雇用す
る事業所が市内では一
箇所しかない状態であ
る。

市が補助する織職人育成
講座は平成29年度で終了
し、30年度からは生産事
業者が独自に後継者の育
成を行う。
市は市内での生産量を増
やすため、地場産業の支
援として松右衛門帆布の
ＰＲ等に取り組む。

廃止
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

文化スポー
ツ課

高砂こども狂言
ワークショップ

幼稚園、保育
園の５歳児を対
象に、こども狂
言ワークショッ
プ等を実施す
る。

幼稚園、保育
園児を対象に、
古典芸能であ
る能狂言を体
験する機会を
設ける。

幼稚園、保育園での高砂こど
も狂言ワークショップ事業が定
着してきた。こどもたちが能狂
言に関心を持ち、ふるさと高
砂に親しみを持つきっかけに
なっている。

A
保護者が参加できるよ
うに検討が必要であ
る。

引き続き、幼稚園、保育
園児を対象に、古典芸
能である能狂言を体験
する機会を設ける。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

学校教育課
「ふるさと高砂
学」の学習

外部講師によ
る謡曲「高砂」
の学習をはじ
め、高砂の特
産物や今昔等
についての学
習を行う。

伝統や文化に
関する教育を
計画的に実施
し、ふるさと高
砂を愛する心を
育てる。

謡曲「高砂」の学習を実施し
た。また、地域の人材を活用
し、茶道体験職業体験、地域
探検、地域行事への参加、田
植え体験などを実施し、ふるさ
と高砂を考える機会となってい
る。

Ａ
学校における時間の確
保、日程調整等が課題
である。

外部講師による謡曲
「高砂」の学習をはじ
め、高砂の特産物や今
昔等についての学習を
行う。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

生涯学習課
夏休み親子歴
史体験教室

夏休み期間中
に、小学3～6
年生を対象に、
マガタマづくり・
石割・高砂染め
の体験活動を、
親子で行う。

こどもが親子で
歴史体験を行う
ことで、先人の
知恵を学ぶ機
会を設ける。

親子参加による歴史体験活動
を通じて、身近な文化財や歴
史に触れる機会となっている。

Ａ

定員を超過する場合も
あり、参加人数や受け
入れ体制の見直しなど
を検討する必要があ
る。

継続して取り組む 継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

生涯学習課
移動歴史教室・
歴史民俗資料
室見学

社会科授業の
一環で、小学校
３年生の児童を
対象に、民俗
資料の貸し出し
や歴史民俗資
料室を見学して
もらう。

こどもに、数十
年前の実際の
道具に触れ体
感してもらうこと
で、郷土の歴史
や先人の身近
なくらしを学習
する機会とな
る。

親子参加による歴史体験活動
を通じて、身近な文化財や歴
史に触れる機会となっている。

Ａ

定員を超過する場合も
あり、参加人数や受け
入れ体制の見直しなど
を検討する必要があ
る。

継続して取り組む 継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

子育て支援
室（保育
所）

伝承遊び、祭り
ごっこ等

わらべうた遊び
やこま、かるた
遊び、凧づくり
のほか、屋台
やみこしを作
り、おまつり
ごっこをする。

保育を通して、
伝統文化を遊
びながら体験
する。

各年、時期に合わせていろい
ろな遊びを保育内容に取り入
れ、遊びを通して伝承文化や
伝承遊びに触れ楽しみながら
学ぶことができた。

A 特になし

わらべうた遊びやお祭
りごっこなど、時季に合
わせた内容で実施す
る。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

学校教育課
伝承遊び、祭り
ごっこ等

わらべうた遊び
やこま、かるた
遊び、凧づくり
のほか、屋台
やみこしを作
り、おまつり
ごっこをする。

伝承遊びやお
祭りごっこをと
おして豊かな心
や意欲を育て
る。

おまつりという共通の話題を
通して、友だちとのつながりを
感じながら、ふるさと高砂を思
う連帯感を味わった。

Ａ 特になし

伝承遊びやお祭りごっ
こをとおして豊かな心や
意欲を育てる。

子育て支援室へ移管

廃止

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

学校教育課
俳句、短歌、古
文の学習

小中学校にお
いて、俳句、短
歌、古文を学習
する。

「ことばの力」を
育成する。

学習指導要領に基づき、全学
年で伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項の指導を
行った。実施率100％。

Ａ 特になし
小中学校において、俳
句、短歌、古文を学習
する。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

子育て支援
室（保育
所）

保育園での散
歩

史跡や民話に
関わる場所等
を散歩する。

保育を通して、
身近な伝統文
化に触れる。

各行事（運動会、音楽会、生
活発表会）にわらべ歌や遊び
を取り入れ保護者や地域の人
に披露した。

A 特になし
各行事で民話やわらべ
歌を取り入れる。 継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

生涯学習課
放課後子ども
教室

放課後や週末
等に子どもの
安全・安心な活
動拠点を設け、
文化活動等を
通して地域住
民との交流を
図る。

子どもが安全・
安心して活動で
きる場の確保

10小学校の児童を対象に年
間約400回の教室を開催し、
のべ１５，０００～１７，０００人
が参加した。

A

体験活動で協力いただ
いている団体では、指
導者の世代交代が進
んでいないところが多
く、指導者確保が難しく
なっている。

各団体の指導者を対象
にした情報交換やスキ
ルアップのための講座
を開催する。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

子育て支援
室（保育
所）

地域の民話や
歌を取り入れた
行事

運動会、音楽
会、生活発表
会等の行事で
民話やわらべ
歌を取り入れ
る。

保育を通して、
伝統文化を遊
びながら体験
する。

地域に伝わる史跡や名所を直
に訪れることで、伝統文化を
学び、感じ、保育に生かすこと
ができた。

A 特になし

園での散歩を通じて、
直に史跡等に訪れるこ
とで伝統文化を身近に
感じ学ぶ。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-2
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

伝統文化
の体験学
習

文化スポー
ツ課
（高砂観月
能子ども仕
舞実行委員
会）

子ども仕舞教
室

子ども対象に
仕舞教室を実
施し、高砂観月
能で披露する。

（文化スポーツ
課）
募集記事を広
報に掲載するこ
とにより、活動
を支援する。
伝統文化であ
る能楽に親し
み、ふるさとを
愛する心を育
む。

募集記事を広報に掲載するこ
とにより、活動を支援すること
ができた。伝統文化である能
楽に親しみ、ふるさとを愛する
心を育む機会を設けた。

A 特になし
引き続いて広報等で子
ども仕舞教室をＰＲして
いく

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-1-3
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

各種ボラン
ティア養成
講座の開
催

子育て支援
室（子育て
支援セン
ター）

保育ボランティ
ア講座

社協と協力し、
子育てボラン
ティア講座を実
施する。

子育てボラン
ティア講座でわ
らべ歌や手遊
びを学ぶ。

ボランティア講座実践の中で
は、毎年わらべうたを取り上げ
ている。日本の民族や生活、
考え方、感じ方など、あらゆる
情報が含まれるわらべうたを
子育てに活用することの効能
を伝え、参加者の理解を得て
いる。

Ａ
子育てボランティア講
座参加者の増加を図る

今後も工夫し、継続させ
る。 継続

文化を
愛する人
づくり

1-1-4
文化を担う
人材の育
成、活用

伝統文化な
どの継承者
の育成

指導者育
成のための
研究会の
開催

未来戦略推
進室　若
者・青少年
支援担当
（高砂市子
ども会育成
会連絡協議
会）

子ども会リー
ダー育成研修
会

団体行動の中
で、さまざまな
体験活動を行
う。

体験活動を通
して、他校区の
子ども会リー
ダーとの交流を
深める。

リーダー育成研修会を通じ他
校児童との交流が深まってい
る。
また、平成２７年度以降研修
成果の発表の場として毎年１
１月の「親子ふれあいハイキン
グ（市子連事業）」開催時に子
ども達による模擬店を出店し
ているが、準備期間中また開
催後にも意見交換を行うなど
私生活においても交流が継続
して行われている。

Ａ

毎年恒例の行事として
定着し、子ども会の中
では事業の認知はされ
てはいるが、参加者募
集の期間が短く（約２
週間）、子ども会会員
にあまねく周知してい
るか疑問がある。

リーダー育成研修会、
子ども会活動を通じ、こ
れからの地域における
様々な年齢層をつなぐ
キーパーソンとなる人
材を育成することを目
的としている。
そのための事業として
「プレゼン力養成講
座」、「子どもによる絵
本読み聞かせ会」、「高
砂キッズプレゼン大会」
などを実施、計画してい
る。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

文化スポー
ツ課

高砂文化教室
「高砂学」での
講師

市民講師を募
集し、「高砂学」
にて講義や指
導を行う。

地域で活動して
いる人の知識、
経験を活用し、
知識や技術の
普及に努める。

平成25年～29年で32人のボラ
ンティアとして登録された市民
講師の指導、協力を得て、講
座を開催することができた。

Ａ
マンネリ化しないよう工
夫が必要である。

新たに講師を募集し、
講義や指導を依頼す
る。
地域で活動している人
の知識、経験を活用し、
知識や技術の普及に努
めていく。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

学校教育課
謡曲「高砂」の
指導

専門家に依頼
し、学校で謡曲
「高砂」を指導
する。

謡曲「高砂」に
親しむ機会を
設ける。

市内全小中学校に於いて実
施した。実施率100％。
全小中学校で、謡曲高砂の学
習が定着した。

Ａ
学校における時間の確
保、日程調整等が課題
である。

専門家に依頼し、学校
で謡曲「高砂」を指導す
るとともに、謡曲「高砂」
に親しむ機会を設ける。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

各課
歴史ガイドクラ
ブによるまち歩
き

歴史ガイドクラ
ブにまち歩きの
案内を依頼す
る。

歴史ガイドクラ
ブに依頼するこ
とにより、市内
の遺跡等の周
知に努める。

歴史ガイドクラブに依頼すること
により、市内の遺跡等の周知に
努めることができた。

A なし
歴史ガイドクラブに依頼す
ることにより、市内の遺跡
等の周知に努める。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

生涯学習課
文化財審議委
員会

市文化財保護
条例に基づき、
文化財の指
定、保存及び
活用について
審議する。

文化財の保護
を図る。

文化財の保存と活用につい
て、専門的見地から審議いた
だいている。

Ａ

委員の高齢化が進ん
でおり、各専門分野の
後継者選任について
検討する必要がある。

文化財の保存にとどま
らず、多様な活用策や
まちづくりにつながる取
組み等を審議事項とし
て挙げることを検討す
る。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

中央公民館
市民教養講座
（再掲1-1-1）

市民対象に８
回の講座を開
催する。

諸問題を色々
な分野を通して
複合的に学習
し、各人の生活
課題の解決に
役立てる。

地域の歴史や生活での諸問
題など、様々な分野でのテー
マで講座を開設した。

B

参加数が募集定員の
半数にも満たない講座
も多く、講座開設の周
知、市民が望む総合的
な学習に役立つ講座
内容について、情報を
収集する必要がある。

地域課題についてのリ
サーチと、講座の周知
について取り組む。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

生涯学習課
（図書館）

読み聞かせボ
ランティア

読み聞かせボ
ランティアの募
集、登録を行
い、子どもたち
を対象とした読
み聞かせなど
の活動を実施
する。

子どもたちに本
の楽しさを伝
え、読書活動を
推進するため、
読み聞かせボ
ランティアを募
集し、その活用
を図る。

読み聞かせボランティアを図
書館で募集し、子どもたちを対
象にした読み聞かせ行事を実
施した。

A

事業イベントを周知す
る広報の見直しや読み
聞かせボランティアの
募集や育成がさらに必
要。

ボランティアと図書館が
協力して、子どもの読書
活動をさらに推進するイ
ベントの実施が必要。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

生涯学習課
（図書館）

図書館運営管
理事業

高砂市立図書
館名誉館長（歴
史文化推進員）
を配置し講演
会等を実施す
る。

高砂市立図書
館を活動拠点
として歴史及び
文化の振興又
は啓発を促進
する。

平成28年2月14日に開館した
新図書館において、名誉館長
による講座を28年度に２４回
計画したが、体調不良により
平成28年12月末で名誉館長
が退任されたため、14回の実
施で、のべ608名の参加にとど
まった。
平成29年6月に後任の名誉館
長が就任され、9月から講座を
再開する。

Ｂ

講座が1年続かなかっ
たため、講座内容の検
証ができず、市民ニー
ズが把握できていな
い。

名誉館長と協力して、
名誉館長以外の講師を
呼んで、人材育成がで
きるような講座にした
い。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

都市政策課
景観アドバイ
ザー派遣制度
（県）

県の制度の利
活用の推進に
努める。

県の制度の利
活用の推進の
ためＰＲを図
る。

県の制度の利活用の推進の
ためＰＲを図っている。

A
市民、各団体等への
PRの仕方。

引続き県の制度の利活
用の推進のためＰＲす
る。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

未来戦略推
進室　若
者・青少年
支援担当
（高砂市子
ども会育成
会連絡協議
会）

子ども会将棋
大会

小学生を対象
に将棋大会を
実施する。

将棋を通して、
思考力、判断
力、決断力の
向上を図る。

平成２９年度で１５回目となり
事業は定着化している。また
参加者は低学年のうちから毎
年参加している児童も多く、対
局を通じお互いの交流を深め
ている。
また、毎年審判員として日本
将棋連盟高砂支部の好田隆
先生を招きルール、対局姿勢
などを指導してもらっている。

Ａ

参加者の拡大、将棋普
及のために「はさみ将
棋の部」を設け募集し
ているが、参加者が少
なく実施できていない。

少子化、子ども会会員
の減少に伴い参加者も
当初と比較すれば減っ
ているが、毎年一定数
の参加問合せがあり市
子連の文化事業として
継続していく。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-1
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

研究家・専
門家の活
用

環境政策課 自然観察会

研究家・専門家
により高砂の自
然環境に関す
る観察会を実
施する。

第２次環境基
本計画策定に
際し、市民に高
砂の自然に対
し関心を持って
いただくため。

観察会の実施により、市内の環
境保全のあり方について広く周
知することができた。又、第2次高
砂市環境基本計画の策定にあた
り、継承していくべき自然環境に
ついての学習機会を設けたこと
により、市民の意見を反映した施
策を検討することができた。

A

第２次環境基本計画策定
に際し、市民に環境につ
いて関心を持ってもらう
目的は達成できたが、今
後は別の形で環境学習
の場を市民に提供するこ
とが必要である。

環境政策課主催の自然観
察会は、平成28年度で終
了した。平成29年度以降
は、文化スポーツ課が引
継担当課となり継続して
実施する。

廃止

文化を
愛する人
づくり

1-2-2
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

各種ボラン
ティアの募
集、登録、
活用

文化スポー
ツ課

高砂文化教室
「高砂学」での
講師
（再掲1-2-1）

市民講師を募
集し、「高砂学」
にて講演や指
導を行う。

地域で活動して
いる人の知識、
経験を活用し、
知識や技術の
普及に努める。

平成25年～29年で32人のボラ
ンティアとして登録された市民
講師の指導、協力を得て、講
座を開催することができた。

Ａ
マンネリ化しないよう工
夫が必要である。

新たに講師を募集し、
講義や指導を依頼す
る。
地域で活動している人
の知識、経験を活用し、
知識や技術の普及に努
めていく。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-2
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

各種ボラン
ティアの募
集、登録、
活用

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

翻訳・通訳ボラ
ンティアの登録
及び派遣

外国語の翻
訳、通訳ボラン
ティアを募集
し、依頼により
派遣等を行う。

外国籍の方の
日常生活の支
援や国際交流
に関する公的
機関の補助を
行う。また、庁
内や市内各団
体の補助を行
う。

医療や教育に関する翻訳、通
訳業務を行うことができた。

A

スペイン語、ポルトガ
ル語など英語以外の
通訳ボランティアの確
保が必要。

各種ボランティアの調
整、派遣など生活相談
の充実を図る。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-2-2
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

各種ボラン
ティアの募
集、登録、
活用

市民活動推
進課

たかさご万灯祭
でのボランティ
ア募集

高砂市民ボラ
ンティアの登録
者に活動依頼
を行い、キャン
ドル点灯に係る
作業や歴史ガ
イドの活動を行
う。

登録者に、万
灯祭への積極
的な参加を促
すことを目的と
する。

【万灯祭２日間】
平成２５年度➡３団体　３６名
平成２６年度➡３団体　５９名
平成２７年度➡３団体、個人
（２名）➡　５７名
平成２８年度➡３団体　５２名

B

たかさご万灯祭での、
市民ボランティアの登
録者数は横ばいであ
る。
さらなる登録者数の増
加が必要である。

ボランティア参加者が、
積極的に参加ができる
ような環境づくりをして、
市民ボランティア登録
の増加を目指す。

継続
（見直し）

文化を
愛する人
づくり

1-2-3
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

地域住民に
よる講師の
活用

子育て支援
室（保育
所）

伝承遊び等

祖父母や地域
の高齢者に七
夕まつり、正月
遊び、わらべう
た遊びなどを教
えてもらって遊
ぶ。

地域の異世代
の人たちと交流
を持つことで子
供たちを成長さ
せる。

七夕祭りや運動会等に、地域
の高齢者を招き、伝承遊びな
どを通じ、異世代の交流活動
をしながら、地域や人とのつな
がりを感じることができた。

A 特になし
伝承遊びなどを通じ地
域の異世代の人たちと
交流活動を行う。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-3
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

地域住民に
よる講師の
活用

学校教育課 伝承遊び等

祖父母や地域
の高齢者に七
夕まつり、正月
遊び、わらべう
た遊びなどを教
えてもらって遊
ぶ。

伝統や文化に
関する教育を
計画的に実施
しふるさと高砂
を愛する心を育
てる。

高齢者や地域の人との交流
活動として伝承遊びを保育に
取り入れ、伝承遊びを通して
高齢者や地域の人との触れ
合いを楽しむことができた。

Ａ 特になし

祖父母や地域の高齢者
に七夕まつり、正月遊
び、わらべうた遊びなど
を教えてもらう活動を計
画的に実施し、ふるさと
高砂を愛する心を育て
る。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-2-4
文化を担う
人材の育
成、活用

地域の歴
史・文化研
究科や専
門家、コー
ディネー

ターの活用

クラブ活動
指導者の
招へい

学校教育課
学校のクラブ活
動への指導者
招聘

中学校の部活
動指導を、外部
の講師に委託
する。

外部講師に委
託することによ
り、専門的な技
術指導を受け
る機会とする。

茶道・華道、書道、柔道、野球
等について講師を招聘し、全
中学校に配置した。生徒が専
門的な技術指導を受ける機会
となった。

Ａ

専門的技術はもちろ
ん、指導者としてふさ
わしい人材を配置する
必要がある。

中学校の部活動指導
を、外部講師に委託す
ることにより、専門的な
技術指導を受ける機会
とする。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

文化スポー
ツ課
（文化連盟
加盟団体）

文化まつり事
業等各種イベ
ントへの参加

保育園・幼稚
園・学校等に対
して、文化まつ
り事業等各種イ
ベントへの参加
を推進する。

市内の子ども
のために文化
活動の発表の
場を設け、感性
を磨く機会とす
る。

市内の合唱部が市民音楽祭
に参加し、発表する場を設け
ることができた。

A 特になし
引き続き市民音楽祭へ
の参加や、他の文化発
表の場を設ける。

継続

8



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

子育て支援
室（保育
所）

保育活動（音楽
会、生活発表
会等）

保護者や地域
の人を招待し、
音楽に親しん
だり、劇遊びを
する。

園の行事を通
じて、日常的に
文化に触れる
機会を増やす。

音楽会や生活発表会などの
行事を通して、遊びの成果を
披露した。

A 特になし
各行事を通して遊びの
成果を披露する。 継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

学校教育課
保育活動（音楽
会、生活発表
会等）

保護者や地域
の人を招待し、
音楽に親しん
だり、劇遊びを
する。

音楽や発表会
をとおして保護
者と地域の人と
交流を持つ。

音楽会や生活発表会などの
行事を通して遊びの成果を披
露し、楽しく遊びに取り組む様
子を知らせるとともに、保護者
や地域の人と交流を持つこと
ができた。

Ａ 特になし
音楽や発表会をとおし
て保護者や地域の人と
交流を持つ。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

子育て支援
室（保育
所）

各種イベントで
の園児の作品
展示

園児の制作し
た作品や絵を
展示する。

各種イベントで
の園児の作品
展示することで
文化に親しむ
機会を与える。

園児たちの作品を各種イベン
トや地域の作品展に展示し保
護者や地域の人たちに披露し
た。

A 特になし

作品展を通して保護者
や地域の方が子どもた
ちの作品に触れる機会
を提供する。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

子育て支援
室（保育
所）

子育ち応援フェ
ア

・歴史文化の継
承に取り組んで
いる行事等を
紹介する。
・地域の民話の
読み聞かせ
や、参加者が
身体、歌、言葉
で表現して遊
ぶ。

市内の就学前
のこども達にふ
るさとのことを
知り、体で表現
する機会を与
える。

市内の就学前の子ども達や保
護者に、各園で歴史文化の継
承に取り組んでいる行事の紹
介し、また会場には民話の読
み聞かせや、子育て相談コー
ナーを設け、高砂の歴史文
化、地域の魅力を伝えなが
ら、保護者と共にふるさとのこ
とや創造、体で表現することを
学ぶ機会を提供した。

A
・実施内容
・実施時期
・他のイベントとの連携

地域の魅力を伝えなが
ら、子育ち応援として機
会を提供する。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

学校教育課
芸術鑑賞会、
教育美術展、
音楽会

小中学校にお
いて、芸術鑑賞
会、教育美術
展、音楽会を行
う。

芸術鑑賞会や
美術展、音楽
会を行うこと
で、文化の関心
を高める。

各学校に於いて芸術鑑賞会、
音楽会を実施することで、児
童生徒の文化に対する関心を
高めることができた。教育美
術展には全小中学校が参加し
た。

Ａ 特になし

芸術鑑賞会や美術展、
音楽会を行うことで、児
童生徒の文化に対する
関心を高める。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

学校教育課
合唱コンクー
ル、文化祭

中学校におい
て、合唱コン
クール、文化祭
を行う。

文化祭や合唱
コンクールを計
画的に実施す
ることにより、
文化に対する
興味関心を高
める。

各校で工夫し、魅力的な文化
祭や合唱コンクールを実施す
ることができた。また、文化に
対する興味関心を高めること
ができた。

Ａ 特になし

文化祭や合唱コンクー
ルを計画的に実施する
ことにより、文化に対す
る興味関心を高める。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

消防（予防
課）

防火ポスター
ポスターの募
集を行う。

火災予防啓発

防火ポスターの募集を募ることに
より、小学生の「防火」に対する
意識の高揚を図り、また、多感な
時期の小学高学年(５・６年生)を
対象に、夏休みの期間を要し作
成することで作品の向上を図るこ
とができた。選考された作品をア
スパ高砂にて展示公開するた
め、多くの住民が鑑賞することで
防火広報が浸透した。消防長、
教育長、防火協会長賞の３賞を
選考しており、秋の火災予防運
動イベントの中で表彰及び記念
品を渡しており、その３賞の中か
ら1点を原画として防火ポスター
を製版し、各事業所・店舗等へ配
布することで更なる防火広報を促
している。

A

選考された防火ポス
ターの中から優秀な作
品を原画として防火ポ
スターを製版し、各事
業所・店舗等へ配布す
ることで更なる防火広
報を促しているが、予
算等厳しいため印刷枚
数については、限られ
ているため効率よく配
布できるよう考慮する
必要がある。

小学生の「防火」に対す
る意識の高揚を図るた
め、今後も継続して募
集を行うとともに、火災
予防の広報に努める。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

まちづくり
（管理課）

交通安全ポス
ター

ポスターの募
集を行う。

交通安全啓発

平成２６年末から平成２８年末
迄での高砂の事故発生が４０
件減少しており、交通安全啓
発活動の一環として行った大
型商業施設での交通安全ポ
スター掲示が多くの市民の交
通安全意識の浸透につなが
り、高砂の事故件数が減少し
た。

Ａ

自転車交通安全対策
重点推進地域に指定さ
れていることから、交
通安全ポスターを通じ
て自転車利用者の交
通ルール、交通マナー
の更なる向上を図る。

交通安全ポスターの募
集について、自転車ヘ
ルメットの着用促進を
テーマとし、交通安全啓
発の一環として取組む
ことにより、事故件数の
更なる減少と、自転車
ヘルメットの着用率を１
００％にする。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

まちづくり
（建設課）

花と緑の写生コ
ンクール

ポスターの募
集を行う。

市内の小中学
生を対象に、花
や緑への関心
を高める。

写生を通じて花や緑への関心
を高めることができた。

A 特になし。

H25　2,116点、H26
2,191点、H27　2,040
点、H28　2,084点の出
品があり、一定の効果
が挙がっていると評価
する。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

選挙管理委
員会

選挙啓発ポス
ター

ポスターの募
集を行う。

選挙啓発

小学生及び中学生の応募は
堅調であるが、選挙権年齢に
最も近い高校生の応募がない
状態である。
平成２５年度　小学生４７名、
中学生４９名、高校生０名
平成２６年度　小学生５９名、
中学生３８名、高校生０名
平成２７年度　小学生９３名、
中学生６７名、高校生０名
平成２８年度　小学生５７名、
中学生１９０名、高校生０名

B
数年来高校生の応募
者が皆無である。

高校生の応募者を増や
すためにポスター募集
の啓発、宣伝を強化す
る。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

文化スポー
ツ課（高砂
マラソン大
会実行委員
会）

高砂マラソンポ
スター

ポスターの募
集を行う。

高砂マラソン大
会の広報

毎年高砂マラソンのポスター
募集をし、優秀な作品をポス
ターとして採用している。

A
ポスター作成期間が短
くなる。

マラソンのポスターとし
てふさわしい作品を、今
後も採用していく。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-1
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

子どもたち
の創造・発
表する機会
の提供、充
実

文化スポー
ツ課

市美術展ポス
ター

ポスターの募
集を行う。

市美術展の広
報

27年度のみ、作品をポスター
として採用できたが、28、29年
度はポスターとして採用がで
きなかった。

Ｂ

高校生からのポスター
の応募がない。
高校に美術部がなく、
ポスターの募集が困難
である。

ポスターの応募者が少
ないため、ポスター募集
は廃止する。

廃止

1-3-2 1-1-2

文化を
愛する人
づくり

1-3-3
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

未就学
（園）児を対
象としたイ
ベントの開
催

子育て支援
室
（子育て支
援セン
ター）

未就園児親子
サークル活動

体験保育らん
らんやすこやか
グループ活動
を行う。

サークル活動
の中でわらべ
歌や手遊びを
行う。

親子活動の中では毎回わらべ
うたや手遊びを実施すること
により親子の愛着形成が深
まっている。

Ａ 特になし
今後も工夫し、継続させ
る。 継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-3
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

未就学
（園）児を対
象としたイ
ベントの開
催

子育て支援
室
（子育て支
援セン
ター）

子育て支援セ
ンターの各事
業

つどいの広場、
遊びのキャラバ
ン、サークル交
流会を実施す
る。

各事業の中で
季節行事や遊
びを取り入れて
実施する。

伝承的な季節の行事を行い、
行事の由来を知らせている。
季節行事を行わない家庭も増
えており、効果があがってい
る。

Ａ
今後も工夫し、継続さ
せる。

高砂歳時記として地域
の伝統的な行事を紹介
し、高砂ならではの子
育てを楽しめるようにす
る。

継続

11



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-3-4
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

外部講師に
よるイベン
トの開催

子育て支援
室
（子育て支
援セン
ター）

お話グループ
による絵本の
読み聞かせ

おはなしルーム
を開設し、絵本
に親しみ、親子
の交流を深め
る。

おはなしルーム
で絵本に親し
み、昔話も取り
入れる。

毎月２回の絵本の読み聞かせ
やおはなし会を開催し、絵本
への興味や豊かな創造性の
発達、言葉の習得が成されて
いる。

Ａ 参加者の増加を図る。

絵本やお話に興味が持
てるよう発達にふさわし
い絵本の紹介等を行
う。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-5
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

外国との交
流事業の
促進

文化スポー
ツ課

ラトローブ市と
の姉妹都市交
流

姉妹都市であ
るオーストラリ
アのラトローブ
市と親善大使
の派遣、受入を
し、交流する。

姉妹都市であ
るオーストラリ
アのラトローブ
市と友好親善
を深めるととも
に、国際理解
や関心を高め
る。

姉妹都市交流を深めるととも
に、異文化に触れることによ
り、、国際交流への関心を高
め、文化を再認識することが
できた。

A
募集方法など旅行業
法に抵触しないよう改
善していく必要がある。

今後どのような交流が
できるのかラトローブ市
と協議し、交流事業の
拡充を図る。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-5
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

外国との交
流事業の
促進

学校教育課

ＡＬＴの招聘
※ＡＬＴ：外国語
授業の補助を
行う外国語指
導助手
（Assistant of
Language
Teacher）の略
語。

英語圏内から
ALTを招聘し、
各小中学校で
授業や事業を
行う。

ALTと一緒に学
習することで英
語に興味を持
ち学習意欲を
高める授業を
行う。

小学校と中学校に６名の講師
を配置した。児童・生徒は、
ALTと一緒に学習することで
英語に興味を持ち、学習意欲
を高める授業を行うことができ
た。

Ａ

平成３２年度に施行さ
れる新学習指導要領
では、小学校３・４年に
外国語活動が導入さ
れ、小学校５・６年では
外国語となる。これに
向けてのＡＬＴの増員
が課題である。

英語圏内からALTを招
聘し、各小中学校で授
業や事業を行う。ALTと
一緒に学習することで
英語に興味を持たせ、
学習意欲を高める授業
を行う。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-5
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

外国との交
流事業の
促進

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

ＡＬＴの招聘に
関する支援
※ＡＬＴ：外国語
授業の補助を
行う外国語指
導助手
（Assistant of
Language
Teacher）の略
語。

ラトローブ市か
らALTを招聘す
るにあたり、教
育委員会の支
援を行う。

外国語教育の
充実及び異文
化に対する理
解や関心を高
めるための支
援を行う。

新たなＡＬＴを招聘したときや、
ＡＬＴが帰国する際に、通訳等
教育委員会の支援を行った。

Ａ 特になし

ラトローブ市からＡＬＴを
招聘するにあたり、教
育委員会の支援を行
う。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-5
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

外国との交
流事業の
促進

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

トライやる
ウィークでの生
徒受け入れ

市内中学校よ
り生徒を受け入
れ、国際交流
の仕事につい
て学ぶ機会を
提供する。

国際交流の仕
事を通じて、国
際理解への関
心を高める。

中学生を受け入れ、語学教室
の見学、通信の作成、書類整
理等、国際交流の仕事を学ぶ
機会を与え、国際理解への関
心を高めることができた。

Ａ 特になし

国際交流の仕事を通じ
て、国際理解への関心
を高められるプログラム
を考えていく。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-5
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

外国との交
流事業の
促進

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

子どもインター
ナショナルデイ
キャンプ
（播磨町・稲美
町との合同事
業）

小学生を対象
にしたキャンプ
を実施する。

他地域の子ど
もやALTと共
に、キャンプを
通じて外国語を
楽しく学ぶ機会
を提供する。

他地域の子どもやALTと共に、
キャンプを通じて外国語を楽しく
学ぶことができた。

A 特になし

他地域の子どもやALTと
共に、キャンプを通じて外
国語を楽しく学ぶ機会を
提供する。

継続

12



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-3-6
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

地域の子ど
もが集ま
り、活動で
きる場の充
実

文化スポー
ツ課
（スポーツ
少年団）

キッズクラブ

陸上競技場等
で、陸上、絵
画、音楽等の
活動を行う。

遊びを通じて基
礎体力を養うと
ともに、伝承遊
び等を取り入
れ、文化・ス
ポーツ両面か
ら活動する場を
設ける。

伝承遊びほかさまざまな活動
を取り入れ、文化・スポーツ両
面から活動する場を設けるこ
とができた。

A 特になし なし 継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

生涯学習課
放課後子ども
教室

放課後や週末
等に子どもの
安全・安心な活
動拠点を設け、
文化活動等を
通して地域住
民との交流を
図る。

子どもが安全・
安心して活動で
きる場の確保

10小学校の児童を対象に年
間約400回の教室を開催し、
のべ１５，０００～１７，０００人
が参加した。

A

体験活動で協力いただ
いている団体では、指
導者の世代交代が進
んでいないところが多
く、指導者確保が難しく
なっている。

各団体の指導者を対象
にした情報交換やスキ
ルアップのための講座
を開催する。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

都市政策課
まちづくり学習
（再掲1-1-2）

総合的な学習
の時間におい
てまちづくり学
習を行う。

まちづくり学習
の推進を図る。

民間において、まちづくり学習
を行っており、開催していな
い。

Ｃ 特になし。
PRが図られ周知された
ため。 廃止

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

生涯学習課
放課後子ども
教室

放課後や週末
等に子どもの
安全・安心な活
動拠点を設け、
文化活動等を
通して地域住
民との交流を
図る。

子どもが安全・
安心して活動で
きる場の確保

10小学校の児童を対象に年
間約400回の教室を開催し、
のべ１５，０００～１７，０００人
が参加した。

A

体験活動で協力いただ
いている団体では、指
導者の世代交代が進
んでいないところが多
く、指導者確保が難しく
なっている。

各団体の指導者を対象
にした情報交換やスキ
ルアップのための講座
を開催する。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

各公民館 ふれあい広場

地域の子どもを
対象として絵画
教室、書道教
室を開催する。

世代間相互の
交流を通しての
体験学習によ
り、文化技能等
の伝承を図ると
ともに地域の連
帯感を高める。

子供を対象とした絵画、書道
などの教室、親子、三世代の
交流を通しての体験学習によ
る講座を開設した。

B

講座によっては参加者
の少ない講座、講座内
容の固定化しているも
のもあり、講座内容に
ついて見直す必要があ
る。

子供を中心とした地域
との連携を高めるため
に積極的な周知と活動
内容の見直しを進め
る。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

生涯学習課
（図書館）

読み聞かせボ
ランティア

読み聞かせボ
ランティアが、
幼児から小学
校低学年の児
童を対象に、絵
本や物語の読
み聞かせ、ス
トーリーテリン
グ等を行う。

子どもたちに本
の楽しさを伝
え、子どもの想
像力を豊かに
し、読書を通し
て心の育成を
図る。

図書館の読み聞かせボラン
ティアが「えほんのじかん」や
「おはなし会」などを図書館で
毎月2回以上実施した。

A

事業イベントを周知す
る広報の見直しや読み
聞かせボランティアの
募集や育成がさらに必
要。

ボランティアと図書館が
協力して、子どもの読書
活動をさらに推進するイ
ベントの実施が必要。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

未来戦略推
進室　若
者・青少年
支援担当
（高砂市子
ども会育成
会連絡協議
会）

子ども会リー
ダー育成研修
会

団体行動の中
で、さまざまな
体験活動を行
う。

体験活動を通
して、他校区の
子ども会リー
ダーとの交流を
深める。

リーダー育成研修会を通じ他
校児童との交流が深まってい
る。
また、平成２７年度以降研修
成果の発表の場として毎年１
１月の「親子ふれあいハイキン
グ（市子連事業）」開催時に子
ども達による模擬店を出店し
ているが、準備期間中また開
催後にも意見交換を行うなど
私生活においても交流が継続
して行われている。

Ａ

毎年恒例の行事として
定着し、子ども会の中
では事業の認知はされ
てはいるが、参加者募
集の期間が短く（約２
週間）、周知方法に今
後検討の余地がある。

リーダー育成研修会、
子ども会活動を通じ、こ
れからの地域における
様々な年齢層をつなぐ
キーパーソンとなる人
材を育成することを目
的としている。
そのための事業として
「プレゼン力養成講
座」、「子どもによる絵
本読み聞かせ会」、「高
砂キッズプレゼン大会」
などを実施、計画してい
る。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

未来戦略推
進室　若
者・青少年
支援担当
（各地区青
少年健全育
成協議会）

青少年健全育
成事業

文化活動を通
して、青少年の
異世代交流を
行う。

異年齢交流、
異世代交流に
よる地域活動を
推進する。

各地区において特色のある事
業が計画、実施されている。
殊に夏まつり、総おどり、とん
ど等は多くの住民の参加を得
て行われている。
また、地区の実情に照らし合
わし事業の変更なども行われ
ている。

Ａ

校区青少年健全育成
協議会役員の減少、高
齢化の伴い役員の負
担が増大している。
また、各地区への事業
委託金も長く据え置か
れたままで新規事業に
取り組む上での課題と
なっている。

各地区における交流事
業として継続すべきで、
高砂市青少年健全育成
連絡協議会としても市
にその重要性を訴えて
いく。
また連絡協議会におい
て各地区の取り組み、
問題点などの情報交換
を行い自地区の事業改
善に努めている。

継続

文化を
愛する人
づくり

1-3-7
文化を担う
人材の育
成、活用

子どもの学
習機会の
充実

鑑賞・体験
機会の充
実

未来戦略推
進室　若
者・青少年
支援担当

夏休み工作教
室

小学生を対象
に自由木工工
作を実施する。

工作を通じて物
づくりの楽しさ
を体験する。

参加条件として自分で考えた
作品の設計図の作成を課して
いるが、毎年定員を越える応
募がある。
また、参加者のアンケートを見
ても「楽しかった」、「ていねい
に教えてもらった」、「いい経験
になった」との回答を毎年得て
いる。

Ａ

指導者の高齢化に伴
い事業継続が危ぶま
れた。今後は県森林課
に相談し指導者紹介を
受け事業継続化に努
めなければならない。

開催時間が従来９時か
ら１２時としていたため
未完成のまま終える参
加者もあった。そのため
平成２９年度から指導
者と相談し時間延長を
行い改善を図ったところ
であり今後も継続してい
く。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-1
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

ふるさと文
化財登録
制度の推
進

生涯学習課
ふるさと文化財
登録制度

既存の文化財
類型に収まらな
いものや、文化
財価値にこだ
わらず地域で
大切に継承さ
れている資源
を、市民から申
請のあった物
件を登録し、周
知を図る。

地域ゆかりの
文化財を顕彰
し継承すること
で、市民が主体
となってふるさ
と高砂を認識
する資源として
活用できる。

平成25年度に1件、26年度に4
件、ふるさと文化財に登録さ
れた。

Ａ

27年度以降の登録は０
件のため、制度の周知
や候補物件の選定な
どを行い、登録を推進
する必要がある。

市民に周知を図る。 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-2
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

文化賞など
表彰制度に
よる顕彰

文化スポー
ツ課

文化奨励賞、
文化功労賞

・文化賞検討委
員会を開催し、
文化奨励賞を
推薦する。
・文化連盟より
文化功労賞の
推薦を依頼す
る。

文化の興隆に
貢献した者等を
表彰制度により
顕彰する。

文化の興隆に貢献した者等を
表彰制度により顕彰すること
ができた。

A 表彰対象者の把握
文化の興隆に貢献した
者等を表彰制度により
顕彰する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-3
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

歴史・文化
遺産めぐり
の実施

文化スポー
ツ課

高砂文化教室
「高砂学」
（再掲1-1-1）

市民講師によ
る案内でまち歩
きを行い、高砂
市内の文化財
建造物や史跡
を見学する。

まち歩きを通し
て高砂市内の
文化財建造物
や史跡に関心
を持ってもらう。

まち歩きを通して高砂市内の
文化財建造物や史跡に関心
を持ってもらうことができた。

A
地区や日程により、参
加者数にばらつきがあ
る。

まち歩きを通して高砂
市内の文化財建造物や
史跡に関心を持っても
らう機会を設ける。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-3
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

歴史・文化
遺産めぐり
の実施

教育セン
ター

歴史史跡探訪

高齢者大学の
生徒に対し、市
内の史跡めぐり
の授業を提供
する。

市内の史跡を
再確認し、関心
を持ってもらう。

毎年、各学年ごとに1ヵ所の
「町並探訪」のカリキュラムを
組み込み、学生への市内の史
跡巡りの講座を実施した。

A

町並探訪で学んだ知
識を、地域や次世代へ
受継ぐことができる講
座を実施すること。

今後も町並探訪のカリ
キュラムを継続し、学生
に対して市内の史跡を
再確認し、関心を持って
もらう。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-3
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

歴史・文化
遺産めぐり
の実施

生涯学習課
申義堂、旧入
江家の活用

高砂市に保存
継承されてきた
文化財建造物
を維持管理す
るとともに、一
般公開し、関連
する講演会・展
示活動等を行
う。

指定文化財とし
て保存を図るだ
けでなく、公開
等の活用を通
じて、文化財保
護を市民に周
知・啓発する。

公開施設である申義堂は、25
年度2,722人、26年度4,404
人、27年度3,848人、28年度
2,124人の見学者があった。
修理工事が必要である旧入江
家住宅は、28年度に基本設計
を作成し、修理方針や期間・
概算経費等を把握した。

Ａ

申義堂は、暫時的に見
学者数が減少してい
る。
旧入江家住宅は、公開
に向けた保存修理工
事を実施する必要があ
る。

申義堂は、定期的な利
用者を増大や臨時的活
用を促すための周知が
必要である。
旧入江家住宅は、県教
委と協議しながら修理
工事の実施に向けて計
画的に推進するととも
に、地域住民等による
臨時活用を図り、修理
後の公開活用に向けた
課題を抽出する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-4
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

「ふるさと高
砂学」の学
習

学校教育課

「ふるさと高砂
学」における高
砂ゆかりの人
物の学習

教師用資料集
「ふるさと高砂
学」を参考に、
社会科の時間
を中心に学習
する。

教師用資料集
「ふるさと高砂
学」を参考に、
社会や総合的
な学習の時間
を中心に学習
し、関心を高め
る。

「ふるさと高砂学」における高
砂ゆかりの人物の学習をする
ことが、ふるさと高砂を愛する
心を育てる一助になった。

Ａ 特になし

教師用資料集「ふるさと
高砂学」を参考に、社会
や総合的な学習の時間
を中心に学習し、関心
を高める。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-5
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

高砂ゆかり
の人物の
記念事業
の開催

文化スポー
ツ課

高砂ゆかりの
人物の生誕・没
後記念事業

高砂ゆかりの
人物の顕彰事
業を実施する。

市や団体が事
業等を実施す
ることにより、
ゆかりの人物
やその功績を
周知する。

高砂学の講座編や活動編に
おいて、高砂ゆかりの人物を
多数紹介した。また、団体が
実施する事業の支援を行っ
た。
高砂ゆかりの人物を顕彰して
いくことにより、ふるさとの良さ
を再発見することができた。

Ａ 特になし

高砂ゆかりの人物を顕
彰していくことにより、ふ
るさとの良さを再発見
し、誇りをもてるように
する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-5
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

高砂ゆかり
の人物の
記念事業
の開催

総務課 電話待受ＢＧＭ
庁内電話の待
受音を「月の沙
漠」にする。

ゆかりの人物
である「佐々木
すぐる」の啓発

目標どおり実施し、佐々木す
ぐる氏の顕彰に寄与した。

A 特に無し 事業を継続する。 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-5
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

高砂ゆかり
の人物の
記念事業
の開催

総務課 庁内ＢＧＭ

昼休み時間に
「月の沙漠」な
どの童謡をＢＧ
Ｍで流す。

ゆかりの人物
である「佐々木
すぐる」の啓発

目標どおり実施し、佐々木す
ぐる氏の顕彰に寄与した。

A 特に無し 事業を継続する。 継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-1-5
文化資源
の発掘、保
存、活用

地域の宝
の発掘、ゆ
かりの人物
などの顕彰

高砂ゆかり
の人物の
記念事業
の開催

青少年セン
ター

子ども見守り放
送

小学生低学年
児童の下校時
間に合わせて、
月の沙漠のメロ
ディを防災行政
無線で放送し、
見守り活動時
刻を知らせる。

児童の見守り
活動時刻を知
らせるととも
に、本市出身
の佐々木すぐ
る氏を顕彰す
る。

月の沙漠のメロディが流れる
と、１４時３０分になったとの認
識が、市民に定着してきてい
る。

Ａ

１４時３０分になると防
災行政無線から月の
沙漠のメロディが流れ
るとの認識は市民に深
まったが、小学校低学
年の下校に関する見
守り放送であるとの認
識がどれほどかは疑
問がのこるところです。

見守り活動に参加して
もらえるよう、機会をと
らえ啓発を行う。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-1
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

歴史的資
料の収集、
保存、整理

生涯学習課

市史に関する
歴史的資料の
収集、保存、整
理

現存する歴史
的資料の調査・
収集を行い、そ
れらの保存整
理を行う。

市史刊行にあ
たり収集した資
料を、刊行後、
活用できるよう
に整理する。

29年度から、市史編さん業務
を生涯学習課へ移管した。28
年度から3か年度計画で工楽
家文書調査を市史編さん専門
委員会に委託して実施してい
る。

Ｃ

過去に収集した史資料
の一部が未整理で、移
管後も着手できていな
い。

新たな史料の調査や過
去の史資料の整理作業
実施に向けて、体制整
備や保管環境の改善等
を検討する。

改善

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-2
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

高砂市史
編さん事業
の推進

生涯学習課
高砂市史刊行
事業

現在刊行中の
高砂市史のうち
第七巻の刊行
をする。

市の歴史を正
しく紐解き内外
に発信していく
ため、市史を計
画的に刊行す
る。

27年度に市史全7巻を刊行
し、29年度から図書館名誉館
長講座で、市史を読む会を開
始する計画である。

Ｂ
市史の販売促進に向
けた周知や活用の取
組みが必要である。

体制整備や市史活用の
取組みを検討する。 改善

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-3
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

竜山石を利
用した文化
財の標柱
の設置

生涯学習課
市指定文化財
案内板

市指定の建造
物・史跡の周知
を図るため、案
内板を設置す
る。

標柱（案内板）
を設置すること
により、市指定
文化財の周知
を行い、後世へ
継承する。

25年度以降新指定に伴う案内
板の設置は０件であった。

Ａ 特記事項なし。
新指定があれば説明板
の設置を継続する。 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-3
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

竜山石を利
用した文化
財の標柱
の設置

文化スポー
ツ課

ふるさと文化財
案内板（標柱）

ふるさと文化財
として登録され
た財産につい
て、竜山石製の
標柱（案内板）
を設置する。
また、案内板の
周知を行う。

標柱（案内板）
により、ふるさ
と文化財の周
知を行い、後世
へ継承する。

ふるさと文化財として登録され
た財産について、竜山石製の
標柱（案内板）を合計8箇所設
置した。
ホームページで標柱設置につ
いてＰＲした。

A 特になし

標柱（案内板）により、
ふるさと文化財の周知
を行い、後世へ継承す
る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-3
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

竜山石を利
用した文化
財の標柱
の設置

都市政策課 高砂町サイン

高砂町内に竜
山石を使用した
案内板を設置
する。

案内板（サイ
ン）を設置する
ことにより、歴
史、文化の周
知を行い、後世
へ継承する。

高砂みなとまちづくり構想行動
計画において、高砂町の史
跡、旧跡等にサインを24基設
置する計画をし、平成28年度
に完了した。

A 特になし。 平成28年度に完了。 廃止
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-4
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化財施
設の活用

都市政策課
高砂町景観地
区指定

県条例に基づ
き、景観形成地
区指定を行う。

景観まちづくり
を推進する。

景観まちづくりを推進し、景観
の形成等に関する条例による
届出業務を行っている。

A 特になし。
引続き景観まちづくりを
推進する。 継続

2-2-5 2-1-3

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-6
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源を
活用したイ
ベントの実
施

文化スポー
ツ課
（スポーツク
ラブ21）

ウォーキング
マップの活用

ウォーキング
マップを活用
し、交流ウォー
キングを実施
する。

交流ウォーキン
グにおいて、
ウォーキング
マップを活用す
ることにより、
歴史的遺産を
紹介する。

25、27、28年度にスポーツクラ
ブ21においてウォーキング
マップを活用し、歴史的遺産を
紹介することができた。（26年
度は雨天により中止）

A 特になし

スポーツクラブのウォー
キングの際に、ウォー
キングマップを活用して
いく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-6
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源を
活用したイ
ベントの実
施

都市政策課
あらい浜風公
園夕陽の写真
展

夕陽の写真展
を実施する。

夕陽の写真を
募集し、あらい
浜風公園のＰＲ
を図る。

あらい浜風公園の完成に伴い
PRを図るため、平成19年から
平成28年まで毎年1回「夕陽
の写真展」を実施した。

A 特になし。
PRが図られ周知された
ため、平成28年度に終
了。

廃止

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-7
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源
（石の宝
殿・竜山石
切場）の保
存、活用

生涯学習課

文化資源（石の
宝殿・竜山石切
場）の保存、活
用

史跡保存活用
計画に基づ
き、、文化財の
保存活用を図
るため、整備計
画を策定する。

市内唯一の国
史跡で、石の文
化の中心であ
る「石の宝殿及
び竜山石採石
遺跡」の、文化
財保護を図る。

26年10月に国史跡指定、27・
28年度にかけて史跡保存活
用計画を策定し、29年度に史
跡整備計画を策定する予定
で、その後史跡整備工事を実
施する計画である。

Ｓ

国史跡の確実な保存
措置と、活用に向けた
周知、来訪者に史跡の
価値に対する理解を促
進するための史跡整
備を行う必要がある。

史跡整備工事実施に向
けて、史跡整備計画を
策定後、工事実施設計
にもとづき、史跡の保存
と活用を推進する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-7
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源
（石の宝
殿・竜山石
切場）の保
存、活用

生涯学習課
工楽松右衛門
旧宅保存整備
事業

市指定史跡の
工楽松右衛門
旧宅を保存整
備するための
改修を行う。

市指定史跡を
構成する要素
の建築物を保
全する。

27年度に寄附・市史跡指定、
28年度から29年度にかけて整
備工事を実施し、30年度に公
開する予定である。

Ａ
公開活用の方針が定
まっていない。

庁内関係部局と連携
し、公開活用の方策や
管理運営の手法などの
方針を定める。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-7
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源
（石の宝
殿・竜山石
切場）の保
存、活用

産業振興課
日本三奇観光
パートナーシッ
プ

日本三奇観光
パートナーシッ
プ協定を締結し
た塩竈市、高
原町、高砂市
の観光協会が
連携し、観光Ｐ
Ｒを行う。

3観光協会が連
携した取組みを
行うことによっ
て日本三奇（宮
城県塩竈市「四
口の神釜」、宮
崎県高原町「天
之逆鉾」、高砂
市「石乃寳殿」）
をＰＲする。

平成26年7月1日、高砂市制記
念日に観光振興と地域経済の
発展を目的に３観光協会で
「日本三奇観光パートナーシッ
プ」の協定を締結した。
日本三奇パンフレット・ポス
ター・ＷＥＢサイトの作成や日
本三奇をＰＲする物産展等の
開催を支援した。(物産展来場
者4,500名、各種イベント参加4
件）
日本三奇のＰＲが図れた。生
石神社来場者が前年度比約
16％増加した。

Ａ

宮城県塩竈市「四口の
神釜」、宮崎県高原町
「天之逆鉾」はそれぞ
れの神社の御神体で
あるため、神社の協力
が得にくいため、3観光
協会が連携した取組を
実施しにくい。

日本三奇の3観光協会
が連携してＰＲすること
は難しいが、日本三奇
の一つとして「石の宝
殿」をＰＲしていく。

変更

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-7
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源
（石の宝
殿・竜山石
切場）の保
存、活用

文化スポー
ツ課

謡曲「高砂」の
ＣＤ配付

市民課窓口に
おいて、婚姻届
を提出した人に
謡曲「高砂」の
ＣＤを配付す
る。

謡曲「高砂」を
聴く機会を設け
るとともに、高
砂市が謡曲「高
砂」ゆかりの地
であることをＰ
Ｒする。

婚姻届を提出した人のほか
に、美術展の入賞者、市役所
新任職員、他市からの配布希
望に応え、謡曲ＣＤを配布し
た。

Ａ 配布数の増加を図る。

謡曲「高砂」ＣＤを配布
し、高砂市がゆかりの
地であることをＰＲして
いく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-7
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源
（石の宝
殿・竜山石
切場）の保
存、活用

消防（総務
課）

高砂分署旧庁
舎保存活用事
業

高砂分署旧庁
舎を水防倉庫
に活用するとと
もに、文化観光
資源として保存
する。

高砂分署旧庁
舎を水防倉庫
に活用し、消防
の歴史に触れ
ながら、火災予
防の普及啓発
に努めるととも
に、文化観光
資源として保
存、活用を図
る。

昭和10年の建築当時に改修
復元することで、国の文化財
に登録することができた。平成
28年4月開館後集客が思わし
くなく、低迷が続いている。

B

消防の古い資機材等
展示及び消防の歴史
の資料を収集している
が思うように揃わない
のが現状である。
また、建物の位置が高
砂町の南端にあること
で最寄駅からも遠いこ
とから、集客に苦労し
ている。

高砂消防会館のリーフ
レットを作成し、幅広く
広報するとともに、火災
予防の普及啓発に係る
イベントを計画し、集客
に努める。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-8
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源を
めぐるまち
なかでの自
主的なワー
クショップや
市民会議
の開催

文化スポー
ツ課
（謡曲「高
砂」普及委
員会）

謡曲「高砂」普
及委員会

・謡曲「高砂」の
普及について
協議する。
・謡曲「高砂」の
ＣＤの制作、販
売

謡曲「高砂」に
親しみ、市民の
「謡」として根付
かせる礎を醸
成する。

謡曲「高砂」普及委員会にお
いて、普及のための協議を行
い、CDの製作・販売、たかさご
万灯祭・観月能での謡曲発表
会、謡曲大合唱を実施し、普
及、啓発することができた。

Ａ

たかさご万灯祭やたか
さご観月能での謡曲大
合唱が困難なため、新
たな普及の方法を検討
する必要がある。

謡曲「高砂」を普及させ
るための協議を続け
る。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-2-8
文化資源
の発掘、保
存、活用

文化に関わ
る資源の普
及

文化資源を
めぐるまち
なかでの自
主的なワー
クショップや
市民会議
の開催

産業振興課
（アートタウ
ンプロジェ
クト委員会）

アートタウンプ
ロジェクト委員
会

・空き家、空き
店舗を利用した
イベントの情報
交換をする。
・文化財や文化
資源の利活用
について協議
する。

空き家、空き店
舗の利用方法
やイベントの情
報交換を行い、
まちの活性化
につなげる。

ATPの部会に参加し、空き
家、空き店舗に関する情報交
換を行った。

Ｂ
空き家・空き店舗の利
用に繋がっていない。

今後もＡＴＰ部会に参加
し、空き家・空き店舗に
関する情報交換を行
い、まちの活性化につ
なげる。

継続

2-3-1 1-1-1

2-3-2 2-1-3

2-3-3 2-1-4

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-3-4
文化資源
の発掘、保
存、活用

伝統文化を
学ぶ機会づ
くり

謡曲教室
の開催

文化会館
能楽講座
（再掲1-1-1）

能楽を学ぶ教
室を開催する。

能楽に触れる
機会を提供し、
関心を高める。

平成26年度より能楽を学ぶ教
室を開催し、合計19人の参加
者があった。

Ａ 参加者が少ない。
能楽に触れる機会を提
供し、関心を高めてい
く。

未定

文化を
育てる
舞台づ
くり

2-3-4
文化資源
の発掘、保
存、活用

伝統文化を
学ぶ機会づ
くり

謡曲教室
の開催

文化スポー
ツ課

高砂文化教室
「高砂学」謡曲
編
（再掲1-1-1）

市民講師によ
る謡曲教室を
開催する。

市民の謡曲「高
砂」への関心を
高め、より多く
の人が謡える
ようにする。

平成26年度より合計107人の
参加者があった。
謡曲「高砂」に触れ、学ぶ機会
を設けることができた。

A 特になし

継続して実施し、市民
の謡曲「高砂」への関心
を高め、より多くの人が
謡えるようにする。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

主体的な想
像、発表の
場の展開

文化スポー
ツ課

高砂市美術展
高砂市美術展
を開催する。

文化作品を発
表する場と、鑑
賞する機会を
設ける。

平成27、28年に開催し、合計
で549作品の出品があり、
3,544人が来場した。
文化作品の発表、鑑賞の場を
設けることができた。

Ａ
当日の天候により出品
作品数が左右する。

文化作品を発表する場
と、鑑賞する機会を設
けるとともに、他分野と
のコラボを検討してい
く。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

主体的な想
像、発表の
場の展開

文化スポー
ツ課
（文化連盟
加盟団体）

文化まつり事
業

文化連盟加盟
団体が文化ま
つり事業を実施
する。

それぞれの団
体の活動を発
表することによ
り、文化を育
て、伝承してい
く。

各団体の活動を発表すること
により、文化の伝承につな
がった。

Ａ 特になし

文化連盟の組織強化を
図り、さまざまな活動や
発表の場の拡大に努め
る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

展示・活動
スペースの
活用

市民活動推
進課

市民ギャラリー
「あいぽっと」の
活用

本庁舎１階市
民室の一部を
活動の発表や
展示の場として
提供する。

市民の文化芸
術活動や市民
活動の向上を
図る。

平成２５年度・・・２４件
平成２６年度・・・２５件
平成２７年度・・・２７件
平成２８年度・・・３０件
の展示を行った。

Ｂ

「あいぽっと」ギャラ
リーの老朽化により展
示物の落下など、市民
の方への危険性があ
る。
また、展示に係る備品
などが少なくなってきて
いる事も問題として挙
げられる。

市民の方に展示してい
ただきやすいギャラリー
にするため、「あいぽっ
と」用備品の増量等の
ための予算化を検討し
ていきたい。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

展示・活動
スペースの
活用

文化スポー
ツ課

文化会館展示
スペースの活
用

展示スペース
を活用し、作品
展示や高砂ゆ
かりの人物の
紹介を行う。

空スペースを
作品展示等の
スペースとして
有効活用する。

年間を通して展示場を活用す
ることにより、市民の芸術活動
の向上を図ることができた。

Ａ 特になし
イベント等のＰＲや、文
化団体の活動写真を掲
載し、PRしていく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

展示・活動
スペースの
活用

各公民館
作品展示ス
ペースの設置、
活用

各公民館で作
品を展示する。

作品展示によ
り、地域の人に
公民館グルー
プ活動の理解
を深め、交流を
図る。

各グループの作品展示によ
り、公民館グループ内での交
流は図れたが、地域への周
知、交流は十分できていな
い。

B
地域への周知、地域と
の連携について取り組
む必要がある。

公民館活動及び地域と
の連携を高めるために
積極的な周知と活動内
容の見直しを進める。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

展示・活動
スペースの
活用

未来戦略推
進室
（男女共同
参画セン
ター）

男女共同参画
センターの活用

市民グループ
（エッセイグ
ループ）の活動
支援及び場所
の提供を行う。

男女共同参画
センター市民グ
ループの育成
を推進する。

開催場所の提供を行うことに
より、活発なグループ活動が
行われ会員の増につながっ
た。

Ａ

毎月1回、開催場所の
提供を行っているが、
会議室の確保が難しい
状況にある。

市民グループ（エッセイ
グループ）の活動支援
及び場所の提供を行
う。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

新たな文化
拠点の発
掘、活用

文化スポー
ツ課

病院、福祉施
設の活用

各種文化関係
団体等の慰問
の調整をする。

活動団体の発
表の場を増や
す。

活動団体の新たな発表する場
を増やすことはできなかった。

Ｂ

各種文化関係団体の
福祉施設への訪問は
あったが、支援の問い
合わせはなかった。

施設と情報交換する機
会を設け、活動状況を
把握する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

新たな文化
拠点の発
掘、活用

子育て支援
室（保育
所）

県民交流広場
での作品展示

園児の制作し
た作品や絵を
展示する。

身近なコミュニ
ティ施設などを
文化活動の発
表の場に有効
利用する。

園児たちの制作した作品や絵
を、身近なコミュニティ施設な
どに展示し、保護者や地域の
方たちに披露した。

A 特になし

公共施設、コミュニティ
施設などに作品展示
し、文化活動の発表の
場として有効活用しでき
た。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

新たな文化
拠点の発
掘、活用

市民病院 院内コンサート

患者や家族を
対象に、職員に
よる院内コン
サートを実施す
る。

患者やそのご
家族の方に癒
しを提供するこ
と。

用意した座席数分の参加者が
あった。

Ａ

年３回の実施目標に対
し、通常業務の都合
や、社会情勢により、
実施を見送る場合があ
ること。

患者やそのご家族の方
に癒しを提供すること。 継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

新たな文化
拠点の発
掘、活用

生涯学習課
申義堂、旧入
江家、の活用
(再掲2-1-3)

高砂市に保存
継承されてきた
文化財建造物
を維持管理す
るとともに、一
般公開し、関連
する講演会・展
示活動等を行
う。

指定文化財とし
て保存を図るだ
けでなく、公開
等の活用を通
じて、文化財保
護を市民に周
知・啓発する。

公開施設である申義堂は、25
年度2,722人、26年度4,404
人、27年度3,848人、28年度
2,124人の見学者があった。
修理工事が必要である旧入江
家住宅は、28年度に基本設計
を作成し、修理方針や期間・
概算経費等を把握した。

Ａ

申義堂は、暫時的に見
学者数が減少してい
る。
旧入江家住宅は、公開
に向けた保存修理工
事を実施する必要があ
る。

申義堂は、定期的な利
用者を増大や臨時的活
用を促すための周知が
必要である。
旧入江家住宅は、県教
委と協議しながら修理
工事の実施に向けて計
画的に推進するととも
に、地域住民等による
臨時活用を図り、修理
後の公開活用に向けた
課題を抽出する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

新たな文化
拠点の発
掘、活用

生涯学習課
図書館運営管
理事業　（再掲
1-2-1）

高砂市立図書
館名誉館長（歴
史文化推進員）
を配置し講演
会等を実施す
る。

高砂市立図書
館を活動拠点
として歴史及び
文化の振興又
は啓発を促進
する。

平成28年2月14日に開館した
新図書館において、名誉館長
による講座を28年度に２４回
計画したが、体調不良により
平成28年12月末で名誉館長
が退任されたため、14回の実
施で、のべ608名の参加にとど
まった。
平成29年6月に後任の名誉館
長が就任され、9月から講座を
再開する。

Ｂ

講座が1年続かなかっ
たため、講座内容の検
証ができず、市民ニー
ズが把握できていな
い。

名誉館長と協力して、
名誉館長以外の講師を
呼んで、人材育成がで
きるような講座にした
い。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

新たな文化
拠点の発
掘、活用

文化スポー
ツ課

高砂市美術展
（再掲3-1-2）

高砂市美術展
を開催する。

文化作品を発
表する場と、鑑
賞する機会を
設ける。

平成27、28年に開催し、合計
で549作品の出品があり、
3,544人が来場した。
文化作品の発表、鑑賞の場を
設けることができた。

Ａ
当日の天候により出品
作品数が左右する。

文化作品を発表する場
と、鑑賞する機会を設
けるとともに、他分野と
のコラボを検討してい
く。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

新たな文化
拠点の発
掘、活用

産業振興課
イベント時に企
業の敷地や公
共施設を活用

万灯祭等のイ
ベント開催時に
企業の敷地や
県・市の公共施
設を借り、実施
する。

企業の敷地や
県・市の公共施
設を活用したイ
ベント等の開催
を支援する。

企業の施設や公共施設を活
用したイベント等の開催を行う
ことができた。

Ａ
企業の施設を活用した
イベントはたかさご万
灯祭だけである。

企業の敷地や県・市の
公共施設を活用したイ
ベント等の開催を支援
する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

鑑賞・発表
の場の充
実

文化スポー
ツ課

行事開催時に
おける各団体
の紹介

行事のオープ
ニング等で文
化団体を紹介
する。

文化団体の活
動の周知を図
る。

行事のオープニング等で文化
団体の紹介をすることができ
た。

Ａ
行事本来の目的が損
なわれているという指
摘があった。

文化団体の活動の周知
を図る。 継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

鑑賞・発表
の場の充
実

各公民館 公民館まつり

各公民館での
登録グループ
の発表、作品
展示を行う。

各公民館にお
いて登録グ
ループの発表
や作品展示に
より、グループ
間並びに地域
との交流を図
る。

各公民館において、登録グ
ループの発表や作品展示によ
りグループ間、並びに地域と
の交流を図った。

A
登録グループの減少と
高齢化が進み、利用者
が減少している。

公民館活動及び地域と
の連携を高めるために
積極的な周知と活動内
容の見直しを進める。

継続

3-1-6 1-3-5

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-7

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

講座・教室
の開催

中央公民館
市民教養講座
（再掲1-1-1）

市民対象に８
回の講座を開
催する。

諸問題を色々
な分野を通して
複合的に学習
し、各人の生活
課題の解決に
役立てる。

地域の歴史や生活での諸問
題など、様々な分野でのテー
マで講座を開設した。

B

参加数が募集定員の
半数にも満たない講座
も多く、講座開設の周
知、市民が望む総合的
な学習に役立つ講座
内容について、情報を
収集する必要がある。

地域課題についてのリ
サーチと、講座の周知
について取り組む。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-7

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

講座・教室
の開催

教育セン
ター

高齢者大学で
の講座
（再掲1-1-1）

高齢者を対象
に生涯学習の
場を提供すると
ともに、高砂市
の歴史や伝統
文化を学習す
る講座を設け
る。

高齢者の学習
要求にこたえ、
健康の増進、
教養及び生活
文化、生きがい
の向上を図る。

カリキュラムにおいて、高砂市
の歴史や文化に係る講座を年
に10回以上実施することがで
き、学生に対する高砂市の伝
統文化や生活文化への関心
の向上を図ることができた。

A

カリキュラムがマンネリ
化しないよう、新しい講
師やテーマを追求する
ことが求められる。

今後も学生のニーズに
こたえながら、歴史や文
化に係る講座を実施し
ていく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-7

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

講座・教室
の開催

美化セン
ター

リサイクル啓発
講座

　「サンドブラス
ト教室」や「ステ
ンドグラス教
室」等を開催す
る。

各種体験学習・
工房に参加・体
験することを通
じて、ごみ減量
化・再資源化に
対する意識の
向上を図る。

毎年リサイクル啓発講座を開
催した。
講座参加者に対しては、ごみ
減量化・再資源化に対する意
識の向上が図れたが、定員に
対して参加者の少ない講座も
あった。

B

リサイクル啓発講座は
美化センター内リサイ
クルプラザで行ってお
り、基本的に夏休みの
み開催していた。各種
体験学習に使える器具
等が揃っているリサイ
クルプラザがその期間
以外使用していなかっ
たため、有効活用する
ことが課題となってい
た。

平成２９年度から平成３
３年度は広域ごみ処理
施設建設のため、講座
を行う場所や機材がな
いので休止している。平
成３４年度以降は広域
ごみ処理施設の運用事
業者と協議して新たな
る内容でリサイクル啓
発講座を検討する。

一時休止
※平成２９
年度から３
３年度は広
域ごみ処理
施設建設の
ため休止す
る。平成３４
年度以降に
ついては今
後検討予
定。

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-8

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

多様な活動
団体が集ま
るイベント
の開催

産業振興課
（たかさご
万灯祭実行
委員会）

たかさご万灯祭

歴史的景観形
成地区に指定
された高砂町を
キャンドル等の
灯りやジャズで
演出し、高砂町
の景観をＰＲす
る。

高砂町の景観
をPRすることに
より、まちの活
性化を図る。

高砂町をキャンドル等の灯り
やジャズで演出し、高砂町の
景観をＰＲでき、町の活性化が
図れた。
来場者数は年々増えている。

A
たかさご万灯祭の事業
内容の見直しが必要で
ある。

今後も歴史的景観形成
地区に指定された高砂
町において、たかさご万
灯祭を開催し、高砂町
の景観をＰＲしていく。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-8

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

多様な活動
団体が集ま
るイベント
の開催

産業振興課
都市政策課

SEA SONIC

平成28年度は
実施を見送り、
平成29年春の
開催を目指す。

あらい浜風公
園を若者音楽
のメッカとなる
よう推進する。

若者の音楽を中心とした音楽
イベントの開催と同時に模擬
店も出店し、多くの来場者が
あった。あらい浜風公園が若
者音楽のメッカにまでは至って
いない。

A
県補助が終了後は開
催が難しい状況であ
る。

事業内容を大幅に見直
す必要があるため、事
業を休止する。

廃止

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-9

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

企業主催
行事への
参加

子育て支援
室（保育
所）

企業主催の芋
掘り

保・幼・小・児童
学園が合同で、
芋の苗植えや
収穫を体験す
る。

地域企業とタイ
アップした行事
を通じて文化活
動を推進する。

地元企業主催の体験事業（芋
ほり）に参加し、苗付けから収
穫を体験した。 A 特になし

地域企業と協力した行
事を実施するすること
で、交流活動や食育に
つながった。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-9

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

企業主催
行事への
参加

学校教育課
企業主催行事
への参加

保・幼・小・児童
学園が、芋の
苗植えや収穫
をなど様々なイ
ベントを体験す
る。

地域企業とタイ
アップした行事
を通じて文化活
動を推進する。

地元企業主催の体験事業（芋
ほり）に参加し、苗付けから収
穫を体験した。

A 特になし

地域企業と協力した行
事を実施するすること
で、交流活動や食育に
つながった。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-
10

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

活動・発表
場所の調
査、紹介

文化スポー
ツ課
各公民館

活動・発表場所
の紹介

市内の文化施
設や公民館な
ど、活動・発表
の場の紹介を
する。

市内の文化施
設や公民館な
ど、活動・発表
の場の紹介を
し、周知の機会
を提供する。

文化会館、文化保健セン
ター、各公民館の紹介をする
ことができた。

Ａ 特になし

市内の文化施設や公民
館など、活動・発表の場
の紹介をし、周知の機
会を提供していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-1-
10

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

活動、発表
などの拡充

活動・発表
場所の調
査、紹介

文化スポー
ツ課

市民ギャラリー
の紹介

市民ギャラリー
等、展示場所
の調査、紹介を
行う。

文化施設や
ギャラリーな
ど、活動・発表
の場の紹介を
し、活動・発表
の場を広げる。

市民ギャラリーの紹介はでき
たが、新たに調査をすることが
できなかった。

Ｂ 特になし
新たな活動・発表場所
の調査に努める。 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-1

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

広報たかさ
ご、市ホー
ムページへ
の掲載

文化スポー
ツ課

広報たかさごへ
の掲載

イベント案内や
活動報告（写真
掲載）を行う。

イベント案内
等、情報提供
することによ
り、情報の周知
を図り、多くの
参加者を募る。

平成25年から28年で161件の
情報を広報たかさごに掲載し
た。
多くの人にイベント案内や活
動報告を行った。

Ａ 特になし
広報、ホームページ、
Facebookにより情報発
信していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-1

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

広報たかさ
ご、市ホー
ムページへ
の掲載

文化スポー
ツ課

ホームページ
への掲載

イベント案内や
活動報告（写真
掲載）を行う。

イベント案内
等、情報提供
することによ
り、情報の周知
を図り、多くの
参加者を募る。

平成25年から28年で119件の
情報をホームページに掲載し
た。
多くの人にイベント案内や活
動報告を行った。

Ａ 特になし
広報、ホームページ、
Facebookにより情報発
信していく。

継続

24



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-1

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

広報たかさ
ご、市ホー
ムページへ
の掲載

広報広聴担
当

情報発信の充
実

イベント案内や
活動報告（写真
掲載）を行う。

イベント案内
等、情報提供
することによ
り、情報の周知
を図り、多くの
参加者を募る。

毎日、フェイスブックへ最新の
情報を発信した。また、イベン
ト案内などの発信により多くの
参加者を募った。

A
同じような内容になり
がちで、新鮮味が足り
ない。

広報職員からの記事以
外を募集するなど、新し
い目線での記事も投稿
していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

各団体等
のホーム
ページの運
営

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

ホームページ
の開設、運営

国際交流協会
の活動状況や
イベント情報を
掲載する。

国際交流の活
動状況やイベ
ント情報の周知
を図る。

イベント情報を掲載することに
より参加者が増えた。

Ａ 特になし

他市町とも連携を図り、
国際交流の活動状況や
イベント情報の周知を
図る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

各新聞社、
テレビなど
への情報
提供

文化スポー
ツ課

各新聞社、ＢＡ
ＮＢＡＮテレビ
等への情報提
供

イベント案内
等、情報提供
する。

イベント案内
等、情報提供
することによ
り、情報の周知
を図り、多くの
参加者を募る。

広報に掲載する情報を新聞
社、テレビへ情報提供した。

Ａ 特になし

イベント案内等、情報提
供することにより、情報
の周知を図り、多くの参
加者を募る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

文化活動に
関するポス
ター等の展
示、チラシ
の配布

文化スポー
ツ課

ポスター等の
展示、チラシの
配布

各施設でポス
ター展示、関係
団体等へのチ
ラシ配布を行
う。

イベント案内
等、情報提供
することによ
り、情報の周知
を図り、多くの
参加者を募る。

ポスター展示やチラシ配布を
行った。

Ａ 特になし

イベント案内等、情報提
供することにより、情報
の周知を図り、多くの参
加者を募る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

文化活動に
関するポス
ター等の展
示、チラシ
の配布

文化スポー
ツ課

高砂市に関す
る資料の発行、
配布

高砂市に関す
る文化情報等
の配付を行う。

高砂市に関す
る資料の発行
や配付を行うこ
とにより、高砂
市の文化につ
いて周知する。

市内の有志が作成した高砂市
に関する文化資料を、ＨＰやイ
ベント等で周知した。

Ａ 特になし
チラシの配布や告知に
より、高砂の文化を発
信していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発行

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

国際交流通信

イベントの報告
やお知らせの
冊子を作成し、
協会会員や市
内関係各所に
配布する。

通信を通じて、
国際交流協会
の活動状況を
知ってもらう。

年4回通信を発行し、国際交
流協会の活動状況を知らせる
ことができた。

Ａ 特になし
通信の内容を工夫し、
国際交流協会の活動状
況を知ってもらう。

継続

25



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発行

産業振興課
（観光協
会）

たかさごの観詰

各種イベント情
報や店舗情報
を掲載し、市外
を中心にＰＲを
する。

高砂市の情報
を市内外に発
信することによ
り高砂市をＰＲ
する。

観光協会と連携し、情報誌を
発行し、県内道の駅、山陽沿
線駅などに設置することによ
り、市内の情報を市内外に広
く発信できた。

A
情報誌への掲載内容
を見直す必要がある。

掲載内容等を見直し、
年１回程度は発行して
いく。

変更

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発行

都市政策課
みなとまちづく
り瓦版

瓦版を発行し、
みなとまちづく
りに係る活動等
をＰＲする。

みなとまちづく
り瓦版を発行
し、活動等をＰ
Ｒする。

高砂みなとまちづくり構想行動
計画に基づく、さまざまな活
動・取り組み等をPRするた
め、平成19年度から平成28年
度まで毎年1回瓦版（広報紙）
を発行し全戸配布、市のホー
ムページに掲載し、PRを図っ
ている。

A
市民、各団体等への
PRの仕方。

引続き瓦版を発行し、
活動等をPRする。 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発行

都市政策課
高砂堀川再発
見地図

再発見地図を
発行し、みなと
まちづくりに係
る活動等をＰＲ
する。

再発見地図を
配布し、活動等
をＰＲする。

高砂堀川周辺の散策マップ
「高砂堀川再発見地図」の配
布、市ホームページに掲載し、
PR等を図っている。

A
市民、各団体等への
PRの仕方。

引続き再発見地図の配
布等を行い、PRする。 継続

3-2-6 3-1-10

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-7

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

文化活動
団体等の
調査、情報
収集

文化スポー
ツ課

活動団体（個
人）の情報収集

各種イベント等
をとおして、文
化に関わる団
体（個人）の情
報収集を行う。

文化に関わる
団体（個人）の
情報収集を行
い、行政の行う
イベント等に新
たなアイディア
等を取り入れ
る。

新聞やインターネットなどで、
文化に関する情報を収集し
た。

Ａ 特になし
新聞やインターネットな
ど文化活動の情報を収
集していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-2-8

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化情報
の収集、発
信

イベント等
の情報収
集、情報交
換

生涯学習課
郷土学習に関
わる団体との
情報交換

郷土史研究等
を活動内容と
する市民団体
や市民が、主
体となって相互
に情報交換や
発表できる場を
設けることがで
きるよう、よび
かける。

市民・各団体の
情報交流の場
ができれば、厚
みのある市民
活動の推進に
つながる。

各市民団体と連携し情報交換
は行っているが、団体間の情
報交換の場や発表の場を設
けることができていない。

Ｃ

各団体の自主的な活
動を側面支援している
だけで、団体間をつな
ぐ取組みは着手してい
ない。

関連部局と協議し改善
策を講じる。 改善

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-1

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

各種団体
等の連絡
会議の開
催

文化スポー
ツ課

各種団体等の
連絡会議

各種文化関係
団体等の会議
の実施や行政
との連絡調整
等を行う。

各種文化関係
団体等の行う
文化活動への
支援や協力・連
携を図る。

各種団体が開催するイベント
に向けて主催団体が実施する
会議等に出席し、支援や協力
を行った。

Ａ 特になし
各種文化関係団体等の
行う文化活動への支援
や協力・連携を図る。

変更・改善

26



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-1

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

各種団体
等の連絡
会議の開
催

文化スポー
ツ課

高砂市文化振
興審議会

文化振興基本
方針の検討と
見直しを行う。

文化振興実施
計画等、基本
方針に付随す
る事項につい
て調査審議す
る。

文化振興審議会を開催し、進
捗管理と次年度の実施事業
の検討を行った。

Ａ 特になし

実施計画等、基本方針
に付随する事項につい
て、さらに調査審議を重
ねる。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-1

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

各種団体
等の連絡
会議の開
催

生涯学習課
文化財審議委
員会
（再掲1-2-1）

市文化財保護
条例に基づき、
文化財の指
定、保存及び
活用について
審議する。

文化財の保護
を図る。

文化財の保存と活用につい
て、専門的見地から審議いた
だいている。

Ａ

委員の高齢化が進ん
でおり、各専門分野の
後継者選任について
検討する必要がある。

文化財の保存にとどま
らず、多様な活用策や
まちづくりにつながる取
組み等を審議事項とし
て挙げることを検討す
る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

文化に関す
る事業への
補助、支援

文化スポー
ツ課

文化連盟等へ
の補助金

文化まつりとし
て、文化連盟及
び加盟団体が
行う事業に対
し、補助金を交
付する。

各文化活動を
支援することに
より、文化振興
を図る。

各文化活動を支援することに
より、文化振興を図ることがで
きた。

Ａ 特になし
各文化活動を支援する
ことにより、文化振興を
図る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

文化に関す
る事業への
補助、支援

文化スポー
ツ課
（文化会
館）

文化会館、文
化保健センター
の優先利用及
び利用料金の
減免

・文化まつり事
業については、
優先利用、利
用料金の減免
をする。
・文化連盟加盟
団体の行う事
業は、利用料
金の減免をす
る。

優先利用、利
用料金の減免
により、文化活
動を行う団体を
支援する。

各文化活動を支援することに
より、文化振興を図ることがで
きた。

Ａ 特になし
各文化活動を支援する
ことにより、文化振興を
図る。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

文化に関す
る事業への
補助、支援

市民活動推
進課

市民提案型地
域協働推進事
業「夢のシロ」
補助金

市民が主体
的、自主的に
行う公益活動
に対し補助金を
交付する。

市民の個性を
活かす市民参
画都市高砂を
めざし、市民の
豊かな発想に
よる魅力的なま
ちづくりを推進
するとともに、
市民活動のさら
なる活性化と地
域力の向上を
図る。

平成２５年度・・・３事業
平成２６年度・・・６事業
平成２７年度・・・３事業
平成２８年度・・・５事業
平成２９年度・・・３事業
が採択され、補助金が交付さ
れた。
毎年、コンスタントに応募があ
り、市民活動団体と行政が協
働する事で、市民活動のさら
なる活性化、地域力の向上に
寄与していると言える。

Ａ

「夢のシロ」事業自体
の知名度がまだ低いよ
うに思える。
更なる周知を行い、応
募数の増加に繋げる
事が今後の課題。

市としては、既存の市
民活動事業だけでなく
新規事業の応募が欲し
いところである。
「夢のシロ」事業自体の
広い周知を図るため、
新たに事業の概要を記
した告知チラシを通年、
配布する予定。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

文化に関す
る事業への
補助、支援

資産税課

文化財の固定
資産税及び都
市計画税の減
免

文化財に指定
された建築物
の税を減免す
る。

税の減免により
文化財の保護
活動を支援す
る。

該当なし。 - - 継続 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

文化に関す
る事業への
補助、支援

各公民館
公民館使用料
の減免

公民館登録グ
ループ、学校等
の使用料を減
免する。

使用料を減免
することによ
り、各使用団体
の負担軽減を
図り、利用の促
進をする。

使用料を減免することにより、
各使用団体の負担軽減を図
り、利用促進を図った。

A
使用料減免の周知を
図ることにより、利用者
の拡大を図る

使用料の減免だけでな
く、新たな活動支援を考
える

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-2

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

文化に関す
る事業への
補助、支援

生涯学習課
（文化遺産
活用観光振
興・地域活
性化事業実
行委員会）

文化遺産を活
かした地域活
性化事業

地域の文化遺
産を活用し、地
域活性化を図
る市民主体の
活動を支援す
る。

伝統的な文化
遺産を生かした
地域活性化を
図る。
文化庁補助事
業

25年度は26団体、26年度は26
団体、27年度は30団体、28年
度は34団体、29年団体は20団
体が、事業採択を受け、祭礼
用具の修繕や新調を行い、地
域の伝統文化振興を推進して
いる。

Ａ

文化庁補助事業制度
に執行管理面で変更
があり、事業の運用や
実施範囲に制限がか
かるなど、各団体が苦
慮している。

文化庁や県教委からの
情報を各団体に提供
し、円滑な事業推進を
支援していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

後援申請
の案内、承
認

総務課
後援申請の案
内、承認

活動団体のイ
ベント等に対し
て、後援申請の
案内及び承認
を行う。

学術、文化、ス
ポーツ及び福
祉等に関する
事業を行う団体
に対し、市の後
援名義 の使用
を承認すること
によりその事業
を奨励し、学
術、文化及びス
ポーツの振興
並びに福祉の
増進等に資す
ることを目的と
する。

申請に応じて審査を行い承認
を行った。後援名義を承認し
た件数は以下のとおり
25年度　104件
26年度　156件
27年度　147件
28年度　135件
また、高砂市後援の名義使用
承認に関する事務取扱要綱を
策定したため一定の承認基準
を満たした事業に対し承認す
ることができた。

-
（活動団
体からの
申請に基
づくもの
であり、

目標設定
できない
ため非評

価）

特になし。

高砂市後援の名義使用
承認に関する事務取扱
要綱に基づき判断を行
い、承認する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

後援申請
の案内、承
認

生涯学習課
後援申請の案
内

活動団体のイ
ベント等に対し
て、後援申請の
案内及び承認
を行う。

市民の幅広い
参加教育行政
への寄与

毎年、400件前後の後援申請
を承認している。

Ａ
承認の基準について、
市長部局とのすり合わ
せが必要である。

イベント等の内容を精
査し、市民参加が望ま
しいものには、できるだ
け柔軟に承認していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-3

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

後援申請
の案内、承
認

文化スポー
ツ課

後援申請の案
内

活動団体のイ
ベント等に対し
て後援申請の
案内を行う。

申請方法や申
請場所を案内
することで、手
続きが円滑に
行えるようにす
る。

後援申請の案内を行った。 Ａ 特になし

申請方法や申請場所を
案内することで、手続き
が円滑に行えるように
する。

継続

28



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-4

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

文化会館
等施設の
整備、充実

文化スポー
ツ課

文化会館・文化
保健センターの
施設整備

施設の整備を
行う。

文化に接する
場や練習、発
表の場を整備、
充実することに
より、活動団体
を支援する。

市民の意見を取り入れた文化保
健センターの改修工事の計画を
行った。

Ａ 特になし
施設の整備を行い、利
用の向上に努める。 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

指定管理
者等との連
携

文化スポー
ツ課
ほか

指定管理者と
の連携

施設管理や実
施事業等につ
いて連携を図
る。

施設管理や実
施事業等につ
いて連携を図る
ことにより、文
化団体が活動
しやすい環境
づくりや多様な
文化事業を展
開する。

毎月会議を行い、施設管理や
実施事業について連絡、調整
ができた。

Ａ 特になし

施設管理や実施事業等
について連携を図ること
により、文化団体が活
動しやすい環境づくりや
多様な文化事業を展開
していく。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-5

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

指定管理
者等との連
携

文化スポー
ツ課
ほか

公益財団法人
高砂市施設利
用振興財団と
の連携

施設管理や実
施事業につい
て連携を図る。

施設管理や実
施事業等につ
いて連携を図る
ことにより、文
化団体が活動
しやすい環境
づくりや多様な
文化事業を展
開する。

団体同士の協働、連携が行われ
た。

Ａ 特になし
市内外の団体同士の協
働、連携を支援していく。 継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-6

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

企業との連
携

文化スポー
ツ課 企業との連携

実施事業につ
いて、協力、連
携を図る。

企業との連携
を支援し、文化
活動を通して地
域の活性化を
図る。

合唱連盟と共にウィーン少年
合唱団の公演について、企業
と協議し開催した。
財団、剣道連盟、美術協会が
連携し、武蔵・伊織児童絵画・
書道展を行った。

Ａ
新たな企業との連携が
困難である。

文化事業について、企
業との協力、連携が図
れる事業を検討する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-6

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

企業との連
携

産業振興課 企業との連携
実施事業につ
いて、協力、連
携を図る。

たかさご万灯祭
等地元行事実
施時に企業と
の連携を図る。

たかさご万灯祭において、カ
ネカ、三菱製紙、但陽信用金
庫等地元企業が参加し、地元
企業との連携が図れた。

A
地元企業との連携がた
かさご万灯祭等イベン
トのみである。

今後もたかさご万灯祭
において地元企業との
連携を図るとともに、連
携が図れる事業を検討
する。

継続

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-7

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

指定文化
財の保護

生涯学習課
指定文化財の
保護

市文化財保護
条例により、市
内にある指定
文化財の保
存、継承、活用
に努め、郷土に
対する認識を
深める。

文化財保護法
にのっとり市内
に点在する文
化財の保存・整
備・活用を図
る。

工楽松右衛門旧宅の文化財
修理事業を28・29年度に実施
している。

Ａ

未指定文化財の所在
情報や新指定に向け
た所有者への周知など
が課題である。

指定候補物件のリスト
化や、未着手の文化財
分野の調査などを検討
する。

継続

29



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
育てる
舞台づ
くり

3-3-7

文化を基盤
に市民、団
体等、市と
の連携

文化を中心
とした行政
施策の推
進・連携

指定文化
財の保護

生涯学習課

工楽松右衛門
旧宅保存整備
事業
（再謁2-2-7）

市指定史跡の
工楽松右衛門
旧宅を保存整
備するための
改修を行う。

市指定史跡を
構成する要素
の建築物を保
全する。

27年度に寄附・市史跡指定、
28年度から29年度にかけて整
備工事を実施し、30年度に公
開する予定である。

Ａ
公開活用の方針が定
まっていない。

庁内関係部局と連携
し、公開活用の方策や
管理運営の手法などの
方針を定める。

継続

3-3-8 2-1-1

3-3-9 2-1-2
3-3-
10

2-2-8

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-1-1
文化交流
の促進

魅力あるイ
ベントの実
施

新たな魅力
あるイベン
トの開催

文化スポー
ツ課
（文化会
館）

文化会館での
各種イベント

さまざまな分野
のイベントを実
施する。

多様な文化に
触れる機会を
提供する。

さまざまな分野の講座やイベ
ントを実施した。

Ａ 特になし

市外から訪れる人が魅
力を感じるイベントの実
施などの取組に努め
る。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-1-1
文化交流
の促進

魅力あるイ
ベントの実
施

新たな魅力
あるイベン
トの開催

産業振興課
(高砂市フィ
ルムコミッ
ション）

映画の魅力を
伝える事業

他の事業等と
ジョイントする
など映画の魅
力を伝える事
業の検討・企
画・実施

映画を通じて、
ノスタルジック
な風景が残る
高砂市の町並
みを紹介し、誘
客に繋げるとと
もに地域の活
性化を図る。

市制６０周年を記念し、映画祭
を開催した。
全国から「愛」をテーマとした
自主制作映画147作品の応募
があり、その中から42作品を
上映し、優秀作品（8作品）を
表彰した。市内や近隣市町の
物産展も同時開催したが、天
候や日程等の影響やPR不足
により来場者が少なかった。

Ｂ

他の事業等とジョイント
するなど映画の魅力を
伝える事業の検討・企
画・実施に至っていな
い。

高砂市フィルムコミッ
ションと連携し、映画の
魅力を伝えるとともに高
砂市の魅力を伝える事
業を検討する。

変更

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-1-2
文化交流
の促進

魅力あるイ
ベントの実
施

角となるイ
ベント（観月
能・高砂万
灯祭等）の
開催

産業振興課
（高砂観月
能の会）

高砂観月能

高砂神社能舞
台で実施し、謡
曲「高砂」ゆか
りの地をＰＲす
る。

高砂観月能開
催を支援する。

高砂神社の新しい能舞台での
高砂観月能開催を支援でき
た。来場者約1,000人
多くの人が高砂観月能を鑑賞
し、謡曲「高砂」ゆかりの地の
PＲが図れた。

A
開催支援の内容を検
討する必要がある。

今後も観月能の開催を
支援していく。 継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-1-2
文化交流
の促進

魅力あるイ
ベントの実
施

角となるイ
ベント（観月
能・高砂万
灯祭等）の
開催

産業振興課
（たかさご
万灯祭実行
委員会）

たかさご万灯祭
(再掲3-1-8）

歴史的景観形
成地区に指定
された高砂町を
キャンドル等の
灯りやジャズで
演出し、高砂町
の景観をＰＲす
る。

高砂町の景観
をＰＲすること
により、まちの
活性化を図る。

高砂町をキャンドル等の灯り
やジャズで演出し、高砂町の
景観をＰＲでき、町の活性化が
図れた。
来場者数は年々増えている。

A
たかさご万灯祭の事業
内容の見直しが必要

今後も歴史的景観形成
地区に指定された高砂
町において、たかさご万
灯祭を開催し、高砂町
の景観をＰＲしていく。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-1-3
文化交流
の促進

魅力あるイ
ベントの実
施

文化団体
のコラボ
レーション
の促進

文化スポー
ツ課

文化団体のコ
ラボレーション

さまざまな文化
団体のコラボ
レーションの企
画や団体間の
調整を行う。

コラボレーショ
ンすることで、
他団体との交
流や新たな文
化活動への発
展を促す。ま
た、多方面から
高砂市を紹介
する。

異なる分野や団体のコラボ
レーションにより、多様な文化
や考えを受け入れ、交流する
ことができた。

Ａ 特になし

異なる分野や団体のコ
ラボレーションなど、新
たな魅力の向上に努め
る。
団体同士の連絡、調整
の支援を行う。

継続

4-1-4 2-1-5

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-1
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

国内、県内
の文化活
動団体との
交流の促
進や活動
の支援

文化スポー
ツ課
（高砂市文
化連盟・各
実行委員
会）

東播磨文化団
体連合会事業

各大会に参加
する。

東播磨の各団
体と合同で大
会を実施し、文
化交流をするこ
とにより、活動
を広げ、深め
る。

東播磨の各団体と合同で事業
を実施し、文化交流をすること
ができた。

Ａ 特になし

国内、県内の各団体と
文化交流をすることに
より、活動を広げ、文化
への理解や共感を深め
る。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-2
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

近隣や校
内の都市と
の文化活
動の交流

文化スポー
ツ課

宍粟市との交
流

宍粟市が実施
する事業につ
いて、「広報た
かさご」に掲
載、ポスター、
チラシの配布を
行う。

宍粟市が実施
する事業を市
民に知らせ、参
加者を募る。

宍粟市が実施する事業を広報
掲載やポスター・チラシの配布
により市民に知らせ、参加者
を募ることができた。

Ａ 特になし

国内、県内の各団体と文
化交流をすることにより、
活動を広げ、文化への理
解や共感を深める。

継続

4-2-3 1-3-5

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-3
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

外国との交
流事の促
進

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

ラトローブ・デイ
～国際交流
バーベキュー
～

日本人と在日
外国人との交
流バーベ
キューを行う。

バーベキューを
通じて日本人と
在日外国人と
の交流の場を
提供し、多文化
共生への関心
を高める。

平成27、28年に開催し、合計
で397人の参加者があった。
バーベキューを通じて日本人
と在日外国人との交流の場を
提供できた。
（平成25、26年は雨天のため
中止）

Ａ 特になし
多文化共生に関心を高
めていく。 継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-3
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

外国との交
流事の促
進

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

国際交流バス
旅行

日本人と在日
外国人のため
の1日バス旅行
を実施する。

バス旅行を通し
て、在日外国人
との交流の場
を提供する。

219人の参加者があった。
バス旅行を通して、在日外国
人との交流の場を提供した。

Ａ 特になし
バス旅行を通して、在
日外国人との交流の場
を提供する。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-3
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

外国との交
流事の促
進

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

国際文化交流
会（国際交流サ
ロン）

外国籍の人と
簡単な英語と
日本語で毎回
テーマを決めて
会話する。

外国籍の人と
会話することに
より、相互の文
化交流の機会
を設ける。

平成25年から28年で589人の
参加者があった。
多くの人に相互の文化交流の
機会を設けた。

Ａ 特になし
外国籍の人と会話する
ことにより、相互の文化
交流の機会を設ける。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-4
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

外国語や
外国文化を
学ぶ教室、
講座の開
催

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

日本語教室
在日外国人が
日本語を学ぶ
機会を設ける。

外国籍の人が
日本で生活す
るために必要
最低限度の日
本語を習得す
る場を設ける。

毎週2回開催することができ
た。また、外国籍の人に対す
る防災対策ができた。

Ａ 特になし
在日外国人が日本語を
学ぶことができる機会を
設ける。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-4
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

外国語や
外国文化を
学ぶ教室、
講座の開
催

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

語学講座（韓国
語・英会話・中
国語）

日本人対象の
語学講座

外国語ととも
に、外国の文
化や歴史を学
ぶ機会を設け
る。

平成25年から28年で231人の
参加者があった。
多くの人に外国語や外国の歴
史文化を学ぶ機会を設けるこ
とができた。

Ａ 特になし
外国語とともに、外国の
文化や歴史を学ぶ機会
を設ける。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-4
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

外国語や
外国文化を
学ぶ教室、
講座の開
催

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

国際文化交流
会（国際交流講
演会）

外国人や外国
に詳しい人等を
講師として招
き、講演会等を
開催する。

外国文化につ
いて学ぶ機会
を設ける。

あろま寄席（英語落語）や講演
会を合計6回開催した。

Ａ 特になし
外国文化について学ぶ
機会を設ける。 継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

4-2-4
文化交流
の促進

国内外との
文化交流

外国語や
外国文化を
学ぶ教室、
講座の開
催

文化スポー
ツ課
（国際交
流）

たかさご万灯祭
においてラト
ローブ市の紹
介

たかさご万灯祭
においてラト
ローブ市の紹
介

海外姉妹都市
のラトローブ市
を紹介する。

パネル展示や親善大使の協
力により、海外姉妹都市のラト
ローブ市の紹介ができた。

Ａ 特になし
海外姉妹都市のラト
ローブ市を紹介する。 継続

5-1-1 3-1-4

5-1-2 4-1-2

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-1-3

文化による
産業振興
や地域の
活性化

地域の活
性化活動
への支援

観光マップ
の作成

産業振興課
（観光協
会）

観光マップ（ガ
イドブック）

高砂市のＰＲや
誘客を図るた
め、観光協会と
共にマップやガ
イドを作成し、
駅前観光案内
所ちちり、公共
施設に設置す
る。また、イベ
ントや会議の開
催時に配付す
る。

観光マップを作
成し、配布する
ことにより高砂
市のＰＲや誘客
を図る。

「観詰ＢＯＯＫ」や「観詰マップ」
を発行し、各種イベント等で配
布することにより市内の情報
を発信した。

A
掲載内容の随時の見
直しが必要

高砂観光交流ビュー
ローと連携し、観光マッ
プの随時見直し・発行・
配布することにより市内
の情報を発信していく。

継続

32



基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-1-4

文化による
産業振興
や地域の
活性化

地域の活
性化活動
への支援

文化を活か
した観光振
興・地域活
性化事業

生涯学習課
（文化遺産
活用地域活
性化事業実
行委員会）

夫婦和合・結び
のまち推進事
業

夫婦和合・結び
のまちとなるプ
ロモーション事
業の企画を検
討する。

夫婦和合の象
徴（ランドマー
ク）の構築を図
る。

夫婦和合・結びのまちとなるプ
ロモーション事業の企画を検
討するため、若者会議を実施
した。（4回）
水引講習会実施（4回）
結びのまちの聖地づくりを進
めていくための事業の検討を
行った。

Ｂ

夫婦和合・結びのまち
となるプロモーション事
業の企画を検討する必
要がある。

今後も、夫婦和合・結び
のまちとなるプロモー
ション事業の企画を検
討する。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-1-4

文化による
産業振興
や地域の
活性化

地域の活
性化活動
への支援

文化を活か
した観光振
興・地域活
性化事業

生涯学習課
（文化遺産
活用地域活
性化事業実
行委員会）

文化遺産を活
かした地域活
性化事業
(再掲3-3-2)

地域の文化遺
産を活用し、地
域活性化を図
る市民主体の
活動を支援す
る。

伝統的な文化
遺産を生かした
地域活性化を
図る。
文化庁補助事
業

25年度は26団体、26年度は26
団体、27年度は30団体、28年
度は34団体、29年団体は20団
体が、事業採択を受け、祭礼
用具の修繕や新調を行い、地
域の伝統文化振興を推進して
いる。

Ａ

文化庁補助事業制度
に執行管理面で変更
があり、事業の運用や
実施範囲に制限がか
かるなど、各団体が苦
慮している。

文化庁や県教委からの
情報を各団体に提供
し、円滑な事業推進を
支援していく。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-1-5

文化による
産業振興
や地域の
活性化

地域の活
性化活動
への支援

地域の特
産品の活
用

子育て支援
室（保育
所）

行事や地域の
特産品を取り
入れた献立

・行事に伴った
給食やおやつ
の献立を検討
し、実施する。
・近隣の野菜を
ＪＡから購入す
る。
・保育園の給食
に行事や地域
の特産品を取
り入れる。

保育園の日常
的な給食や食
育行事のなか
で高砂特産品
を取り入れるこ
とで、地域活性
化につなげる。

各園で、「浜のかあちゃん料理
教室」や「楽笑村」が実施する
体験事業（料理体験、稲刈り
体験）と協力し、食育に関して
学びながら、地域の活性化活
動にも貢献した。
また、給食やおやつの献立を
検討し、地元の特産品や旬の
食材を取り入れた行事食や給
食を提供した。

A 特になし

献立に地域の食材を取
り入れることで地元の
特産品に関して知るこ
とができ食の知識が広
がった。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-1-5

文化による
産業振興
や地域の
活性化

地域の活
性化活動
への支援

地域の特
産品の活
用

学務課
行事や地域の
特産品を取り
入れた献立

・行事に伴った
給食の献立を
検討し、実施す
る。
・近隣の野菜を
ＪＡから購入す
る。
・学校給食に行
事や地域の特
産品を取り入
れる。

・行事食を通し
て伝統や歴史
を学び地域の
食文化を未来
に伝えていく。
・地元の食材の
旬を知らせる。

・行事に伴った給食の献立を
実施できた。
・近隣の野菜をＪＡ等から購入
できた。
・学校給食に行事や地域の特
産品を取り入れることができ
た。
・食育月間に県内産１００％の
献立を実施した。

A
・青果物の生産者が高
齢化で減少している。

・行事に伴った給食の
献立を検討し、実施す
る。
・近隣の野菜をＪＡから
購入する。
・学校給食に行事や地
域の特産品を取り入れ
る。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-2-1

文化による
産業振興
や地域の
活性化

特産品の
開発、販売

地域ブラン
ド商品の開
発、促進

産業振興課
（高砂物産
協会）

地域ブランド商
品発信事業

松右衛門帆布
及び高砂染関
連商品等を観
光案内所ちちり
で販売し、ブラ
ンドイメージを
高めていく。

高砂市の物産
品のＰＲを図
る。

ぼっくりんグッズ・高砂染関連
商品等を観光案内所ちちりで
販売し、高砂市をＰＲした。

A
新たな特産品の開発
が必要である。

今後もぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連商品等
を観光案内所ちちりで
販売し、高砂市をＰＲし
ていくとともに新たな特
産品の開発を支援して
いく。

継続
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-2-2

文化による
産業振興
や地域の
活性化

特産品の
開発、販売

高砂ブラン
ド商品の活
用

産業振興課

「たかさご未来
寄附金」の高砂
ブランド商品贈
呈

寄附者に対し
て高砂ブランド
の記念品を贈
呈する。

高砂名産品の
魅力を発信し、
高砂ブランドを
広める。

高砂ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの記念品の追加や
見直しを行い、高砂ブランド商
品をＰＲした。
寄附額は年々増加している。

A
記念品の見直しや新た
な記念品の発掘が必
要である。

高砂ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの記念品の
追加や見直しを行い、
高砂ブランド商品を活
用・PRしていく。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-2-2

文化による
産業振興
や地域の
活性化

特産品の
開発、販売

高砂ブラン
ド商品の活
用

産業振興課
（高砂物産
協会）

高砂ブランド商
品のＰＲ

ぼっくりんグッ
ズ、松右衛門
帆布、高砂染
関連商品など
高砂ブランド商
品を観光案内
所ちちりで販売
する。

高砂ブランド商
品のＰＲ及び販
路開拓を図る。

ぼっくりんグッズ・高砂染関連
商品等を観光案内所ちちりで
販売し、高砂市をＰＲした。

A
新たな特産品の開発
が必要である。

今後もぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連商品等
を観光案内所ちちりで
販売し、高砂市をＰＲし
ていくとともに新たな特
産品の開発を支援して
いく。

継続

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-2-3

文化による
産業振興
や地域の
活性化

特産品の
開発、販売

ご当地グル
メの発信

産業振興課
（市内商業
者・商工会
議所）

ご当地グルメ発
信

高砂市のＰＲや
市内への誘客
を図るため、各
種イベントを通
じて高砂にくて
んや高砂あな
ごを紹介する。

高砂にくてんや
高砂あなご等
ご当地グルメを
PRすることによ
り高砂市のPR
を図る。

高砂にくてんや高砂あなご等
ご当地グルメをPRし、高砂市
のPRを図った。

A
ご当地グルメのＰＲ方
法等を検討する必要が
ある。

今後も高砂にくてんや
高砂あなご等ご当地グ
ルメをPRしていくととも
にＰＲ方法を関係団体
等を検討していく。

継続

5-2-4 5-1-5

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-2-5

文化による
産業振興
や地域の
活性化

特産品の
開発、販売

商店街の
活性化事
業との連携

産業振興課
（高砂アー
トタウンプロ
ジェクト）

アートタウンプ
ロジェクト

空き家、空き店
舗をアトリエや
ギャラリーとし
て芸術家等を
増やすととも
に、その活動を
支援する。

空き家、空き店
舗を芸術家等
に貸し出し、ア
トリエやギャラ
リーとして活用
することによ
り、まちを活性
化する。

ＡＴＰの会議に出席するととも
に、ＡＴＰの活動を支援した。

Ｂ
空き家・空き店舗の有
効活用に繋がっていな
い。

今後もATPの会議に出
席し、ATPの活動を支
援していく。

継続

5-3-1 4-1-2

5-3-3 3-2-3
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基本目標 番号
基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

事業の名称 事業の概要 事業目的 達成状況 評価 課題 今後の取組・方向性

文化を
想像す
る魅力
づくり

5-3-4

文化による
産業振興
や地域の
活性化

地名や風
景の活用

ロケ地資源
を整理し発
信、活用

産業振興課
（高砂市フィ
ルムコミッ
ション）

ロケ地誘致事
業

映画、ドラマ、
CM、その他テ
レビ番組のロケ
地として高砂市
への誘致を図
る。

ロケ地として誘
致することによ
り、高砂市の魅
力を全国に発
信し地域・観
光・経済の発展
に繋げる。

ロケ地PR事業として市内各地
で市民に協力をいただき「恋
するﾌｫﾁｭﾝｸｯｷｰ高砂市Ｖｅｒ」
制作し無料動画投稿サイトに
掲載、高砂市のキャッチコピー
を募集し高砂市をＰＲするＣＭ
を5話を制作し無料動画投稿
サイトに掲載するなどロケ地
PR事業を展開し、市内をロケ
地としてPRし、誘致を行った
が、映画・CM等のロケ地誘致
には繋がっていない。

Ｂ

様々なロケ地誘致事業
を実施しているが、ロ
ケ地誘致に繋がってい
ない。

ロケ地誘致体制を整え
るとともに、パンフレット
等を作成し製作会社へ
ＰＲを行う。

変更

35


